
●

郵3競 】 抄 録 193

.デづ一一弓9...一.Vげβ》ρ》ρvv》 【》一 ㌧～')〕 ～ イ ㌔〆 》n

抄 録
・ ㌧、 ～hv'L、 冒～ ～ ～w㌔ ～ 、 、

い り

1 結 核 寡 門 雑 誌

ZeitschriftfarTuberkuloseBand74Heft1.1936.

最 急 性 空 洞 性 肺 瘍

H.Braeuning:PhthisiscaYernosaacuthigsima.

結 核維 過 ノ陳 ∫tiサニ 就 イ テ ・・科 學 的 立場 カ ラ多今 礁

實 ナ事 が云 へ,レ。師 夫 レ・・結 核病 竈 ヲ詮 明 シナ イX線

像 ヲ撮v,レ 後ee1)永 〃タ ・ヌ内 二2回 目 ノX線 像 ヲ

撮 リ之 レ ニ 結 核 病墾 ヲ 謹 明 ス,レヨ ウナ場 含デ ア,レ.

「アナ ム 」・・…ゼJヤ 臆 箆 的 診断 等 他 ノ方 法 ノ・スベ テ 役

二 立 タナ イ。唯 血 行 撒 布 型 及 肋膜 炎 型 ノ際 ニ ハ赤 沈 速

度 ノ上 昇 がX線 像r笥 り病ng・9見 出 シ 得'レ ヨ リモ前

二現 バ レル。

著 者 ノ・X線 鳥 眞 ニ ヨ リ 健 ヨ リ結 核 ヲ 生 ズ ル ヲ追 及 シ

.得 タ200以 上 ノ例 ノ内 デ未 ダ 嘗 テ 経 験 セ ズ殆 不 可 能

ト思 ・・レ'レ程 早1経 過 ヲ トツ タ1例 ヲ 詳 細 二 報 告 シ

テ ヰル ガ夫 レ ヲ簡 軍 二 識 明 スル1・、48歳 ノ男 子 デX

線 像 二病 愛 ヲ見 出 シ テ ヨ リ死 二 到Jt・'迄 ノ期 間 ハ6週

間 デ ア リ、シ カモ 其 死 膣解 剖 ノ結 果 ・・左 肺 上 葉 二古 キ

空 洞 ヲ有 ス,v滲 出性 肺 結 核 が ア ツ 〃。ソt'/テ死 前6週

ニ テノ・X線 像 ハ尚結 核性 塑 化 ヲ示 シ テヰ ナ カ ツタ。此

例 ノ死 因 ノ・古 イ 空 洞 ヲ 件 ヘ ァレ廣 汎 ナ'レ炎 症 性 結 核 愛

化 デ ア リ、此 結 核 ノ・恐 ラ 〃6週 ノ古 サ デ ア ル。 病 理 學

者 ・・此 ノ場 合 ノ如 キ 滑 澤 ナ ル 壁 ノ空 洞 デ周 園 二薄 キ

,腓脂 壁 ヲ有 ス1レ 空 洞 形 成 ノ・少 〃 トモ敷 ケ 月 ヲ 要 ス ル

モ ノナ ラ ン ト云 フ モ 其 確 實 ナ ル 詮 明 ハ 未 ダ成 シテ ヰ

ナ イ。

斯 如 ク愛 化 ナ キX線 像 ノ 後6週 ノSl!イ 経 過 二依 ツ テ

死 亡 ス;レ事 ヲ 空 洞性 結 核 二 於 テ 見 タ ノノ・初 メ テ デ ア

ル ト著 者 ハ 云 ツ テ ヰ ル。

尚 此 患 者 ノ・死 ノ 直 前 二 於 テ 巳氏 反 懸 強 陽 性 ヲ示 シテ

ヰル が之 が結 核 ノ急 性 ノ 経 過 ・原 因 トナ ツ タ トノ・考

ヘ ラ レナ イ ト述 べ テ ヰ ル。(刀 根 山 山 中抄)

滲 出 液 生 成 ノ特 別 ナ 注 意 ノ モ トニ 於 ケ ル肺 結 核

坑 夫 ノ氣 胸 療 法 二 就 テ

A.HartungQuerfurt:eberdiePneumothoraxbe

handlunglungenkrankenBergleuteunterbesonderer

BerticksichtigungderExsudatbildung.

選 境 殊 二職 業 ハ結 核 維 過 二特 別 ナ)t/關 係 ヲ有 シ、Ii灰

及 「セ メ ン トJ粉 ・・肺 結 核 二 封 シ防禦 力 ヲ有 シ、硅 酸 ハ

之 ヲ刺 戟 シ廣 汎 性 ト爲 シ 石 粉肺 ヲ持 ツ タ 彫 刻 者及 職

人 及 坑 夫 等 ハ肺 結 核 二 封 シテ 不 良 ノ結 果 ヲ輿 ヘ ル モ

ノデ ア ァレ。

著 者 等 が行 ソタ 坑 夫 ノ 氣 胸施 行 ノ適 惚症 ノ・反鉗側 が

健 康 デ ア ル コ トナ リ、但 輕 度 ノ活 動 性過 程 ハ禁 忌 ト考

ヘ ツご。

著 者 ・・氣胸 施 行 前豫 メ 結 核菌 ノ 有 無 ヲ楡 査 シ254名

中 陽 性 ノ モ ノ222例 陰性32例 ア'レ モ此 内22例 ・・他

庭 デ既 二 氣胸 ヲ受 ケ シモ ノナ リ。施 行 後 ノ・陰性 ノ モ ノ

104例 ニ ナ ツ タ事 ノ・i-1三意 ス ベ キTl{・デア)v.

氣胸 術 二件 フ危 瞼1内 空 氣 栓 塞 ・・経 験 シタ事 が ナ イ。

肋 膜 滲 出液 ハ 吾 々ニ トツ テ たナ ル 意 義 が ア ル故 之 二

關 シ精 細 二記 逃 セ リ。

氣 胸 ニ ョル肋 膜 炎 性 滲 出 液 ノ生 成 ・・無 害 ナ ル ー 過 性

蜜 滲 出液 ヲ 除 イテ254例 中100例 即39.5%デ4:1。

ノ關 係 ニ ア ヅ タ。肺 結 核 過 程 ノ重 症 ノモ ノ帥滲 出型 ノ

モ ノ・・滲 出液 生 成 一 傾 キ 此 滲 出液 生 成 ノ増 成 ・・榑 地

及 氣 候 二關 係 シ冬 期 二 於 ケ ル 氣 胸 施 行 者 ノ轄 地 ノ・確

"カ ニ滲 出液 生 成 ヲ促 進 サ セ氣 胸 後 最 初 、6ケ 刀 一 テ滲

出液 が 出現 ス ル モ ノ多 ン(78"・J)。1爾滲 出液 生 成 ヲ見 タ

モ ノ ・氣胸 前 ノ 結 核 過 程 ・・牛分 ハ6ケ 川以 内9'ア リ

葦以 下 が12ケ 月 以 上 ノ蕉 サ デ ア ツタ.

上 述 ノ如 ク氣 胸 施 行 者 ノ 滲 出液 生 成 ・・4:1ノ 關 係 ニ

ア ル が 混 合型 即結 核 ト塵肺 ノ 混 合セ ♪レモ ノ ・滲 出液

出現 率 ハ比 較 的堆 加 シ 反 封 二 輩 ナ'レ 肺 結 核 ノ時 ニ ハ

卒 均 以下 デ ア,レ、其 爲 二著 者 等 ノ療 養 所 デ ノ滲 出液 出

現 数 が高 卒 デ ア ツ タ ノデ ア,レ。肋 膜 癒 著 ノ著 明 ナ モ ノ
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デ完 全 虚 脆'活 動 ヲ 妨 ゲJレ梯 ナモ ノ ニ ハ 溝 出 液 ヲノ1'

ズ'レ率 大 ナ リ。 ,・

此 滲 出液 貯`留 漏 ノ肺 過 穐 ノ鵜 機 ハ1(D《,ノ患 薪 中38例

ハ結 核 菌 陰 性 トナ リ55例 ・・繋 症 ノ祭樋 ヲ トツ タ。 仰

滲 出液 出現 ハ肺 結 核 ・縄 過 二 好 マ シカ ラ 釣 レ 副 産物

ナ リ。 滲 出液 ・療 法 ・・癒 筈 ・乗苑灼、 欄 棚 獅 幡 臆 除

術 、 及 「カル チ ウ ム」岬 版 内il:射 ヲ ヨ シ1・考 フ。

滲 出液 生 成 二次 デ 氣胸 術 二'i封スル 障 碍 ハ 肋 膜 腔 ノ癒

碧 デ ア ルー う1～2。二癒 著 ガ ア リ18ク6・ ・施 行 中 無 障 碍 ト

ナ ツ タ、其索 ノ焼 灼 ハ意 義 ア ル モ ノデ ア ツ テll議 ハ可

能 ナ リ。 嘩 肺 ヲ件 フ者 ハ 癒 著 モ 多 イ(81ク の ・y他側病

勢 ノ推nCv・tレ 場 合 モ多 イ(19164}e

以 上 ノ事 項 ヲ考慮 シテ 結 核 坑 夫 ノ 敏胸療 法 ノ適 慮症

ヲ定 ム レバ他 側肺 ノ 礁 實 ナ ル 非 活 動 性 ナ,レ事 ト施 行

後 ノ3--4ケ 月 一於 ケ'レ癒 著 ノ状 態 ヲ確 定 シ障 碍性 癒

著 ノ際 ハ直 達 鏡検 査 ト焼 灼 ヲス ル コ トデ ア'レ。障 碍 性

癒 著 ノ除 去 出 來 ナ イ:場 合 ・・通 常 氣 胸 療 法 ヲ中止 ス ペ

シ 。

坑 夫 ノ場 合 モ 外 ノモ ノ ト同 標 早 期 施 行 が 必 要 デ ア ル

ト同時 二補 足手 術 即 横 隔 膜神 終 捻 除 術 ヲ 行 フ ガ ヨイ。

(刀 根 山 山 中抄)

療 養 所 結 楼 患 者 ノ精 神 的取 扱 ヒニ 關 ス ル補 遺

R.Dierichs〔inBerkabeiWeimar):Beitragzur

psychischenAnstaltbehandlungTuberku16ser.

療 養 所 ニ ノ・各 々掲 特 ノ氣 風(GeistderAnstalt)ア リ、

之 レノ・所 長 ・人格 ノ反 映 デ ア ル。患 者 ノ精 紳 的 指 導 ハ

聲 師 ト患 者 トノ間 ノ 相 互 ノ信 用 ヲ 待 ツ テ 始 メ テ成 立

ス ル。 之 レ無 ク シ テ ノ・如 何 ナ ル設 備 モ制 度 モ役 二立

タ ヌ。精神 指 導 者 ト シテ非馨 師 ヲ用 フル事 バ カ ・ル場

合 危 瞼 ナ'レ悪 制 度 デ アJレ,然 ・y聲師 ト患 者 ノ間 二相 信

ズ ル關 係 ノ ア'レ場 合 力 ・)v精 憩 指 導 ノ爲 メ助 手(He・

1fer)ヲ 用 ヒ テ モ ヨ1場 合 ガア'レ、 著 者 ノ・一 瀞 學 研 究

青 年 ノ ヒ.。}bラー青 年 窯 負;orテArbeitsdienst志 願 中

畿 病 結 核 性 胸 膜 炎 ト ナ リ著 者 ノ療 養 所 二入 所 セ ル モ

ノ ヲ選 抜 ・yテ敏 育助 手 トシテ探 用 シ、7ケ 月間 勤 務 ノ

間 二患 者 ノ精神 指 導 二 大 二 成 績 ヲ翠 ゲ得 タ ル例 ヲ報

告 セ リ、之 レ・・勿 論助 手 其 人 ノ人物 が大 切 ナ ル コ トデ

患 者達 ト多 ク ノ時 間 生活 ヲ 共 ニ シ 其 間患 者 ヲ精 紳 的

二感 化 シ叉 各 患 者 ノ氣 質愛 化 ヲ 了解 シテ所 長 二通 ジ、

然 モ探 偵 者 ト ジテ 患者 ヨ リ目 サ ル ・ヨ ウナ 事 ナ キ ヲ

要 グ。(刀 根119辻 川 抄)
●㌦ 抗 酸 性 菌 ノ類 脂 艘 化 學 二就 テ

録 【第14巻

EugenHecht;ZurLipoidchemies5urefester

Bakterien.

r餐 論 文 ハ頭 脂 賜 特 轟抗 酸 性 菌頬 脂 髄 二 關 ス ル最近 ノ

業 組 ノ批 列 的 線 訊 ナ リ)。 顛 脂 髄 ノ定 義,細 胞 成 分 ト

シテ存 在 勾 レ種 々 ノ物 質 ノ 内化 學 的 二 確 實 二定 義 ヴ

雛 イ楳 ナ ル物 デ其 ノ溶 解 性 が 脂 肪 二 頬 似 セ ル モ ハ

総 柵 ナ リ。額 脂 囎 ノ溶 解 性 ハ他 ノ物 質 ノ存在 ニ ヨ リ甚

シ〃礎 化 ス,レ場f↑ ア リ。 例 へ ・t「アセ トソ」.ノ ・「コv

7・テ リン1ヲ1・ カ シPhosphatidヲ 析 出 ス ル 毛脂肪 ノ

存在 二於 テ ハ 多 倣 ノPho叩hAtidヲ 溶 解 ス、叉 酒精 二

雛1容 ノ「ijア ア リ ン」が レチ チ ソ」ノ存 在 二於 テ 「ア ル

コー ル」二溶 解 ス ル如 シ。 カ〃 ノ如 ク 類 脂盤 ヲ定 量 的

二取 り出 ス コ ト・・甚 グ困 難 ナ リ。此 ノ困 雛 ヲ除 去 ス ベ

ク色 々 ノ定 量 法 ガ考案 セ ラval,。 現 今 最 モ汎 ク用u

ラJV・ 方 法 ハAndersonノ 方 法 ナSJ、 仰 チ、 脂 肪v

Phosphatid及 ピ炭 水 化物 ヲ 「エ ー テ'レ」酒 精 等 分 後 ニ

テ渡 出 ン溶 媒 ヲ ー 度 燕散 シタ ル後 「エ ー テ'レ」二脂 肪

及 ビPhosphatidヲ 取 り出 シ 「アセ トンJニ テPho

sphatidヲ 析 出 ス、Cエ ー テ'レ2酒 精 抽 出 礒澄 ヨoハ

「〃 ロ ・フォ'レム」ニテ 膿物 質 ヲ抽 出 ス ル ナ リ。

脂肪 ノ成 分:酪 酸 、 「パ'レ ミ チ ン:酸 、 「ス テ ァ リ ン

酸 「リ ・一 ル」酸 「リ ノー 〃 敢 「ツ 殉 レ〃 ・ス テ

ア リ ン」酸 、「ツィト ン」酸 、「ア ニ ス」酵 、「サ リチ'レ」酸.

「フニニー'レ」酷 酸 、色 素 「トレ ・・コー セ」、「^キ サ コ ン」

酸(「 グ リセ リン」ニ ッ キ テ ・・疑 ・・'レ).腫 ・・一 債 ノ「ア

ル コー ル」ト脂 酸 ノ「エ ス テ ル」ニ シテAndersonニ ヨ9

レ バGereinigtcsWachs,WeichesWachs,unver

seifbaresWachs二 分 タPレ。

GereinigtesWachsノ 成 分:「 パ'レ ミ千 ン」酸 、 「ス テ

ア リソ」酸 、油 酸 、「セ ロチ ン」酸.流 動 性 脂酸 、「グ リセ

リ ン」燐 酸 、右 旋 「ア ラ ビ ノー ゼ ・、「ガ ラ ク トー-tJ、 「マ

ソ ニット」,「イノ シット」as「グ リコサ ミン」、「ミコ ー ル3,

「グ リコ ー ル」等
。

タ ム ラ ー ヨ レバ 「ミコ ー'較 、 抗 酸 性 附 與物 質 ナ リ ト、

WeichesWachsノ 成 分:「 パ,レ ミチ ソ」酸 、「ス テ アiJ

ソ」酸 、 流 動 性 ニ シテ 加 水 分 解 ニ ヨ リ「ス テ ア リ ン〕酸

ヲ生 ズ ル酸、 流 動 性 飽 和 脂 酸 、ln'リ セ リγ〕等 。 炭 水

化 物 ノ・存 在 セ ズ。

unverseifbaresWachs:ノ ・n-「 ヘ キサ コ ン」酸 ヲ加 熱

ニ ヨ リ螢 生 ス。unverseifbaresWachsノ ・Anderson

ニ ヨ レバ結 核 菌 ヨ リ取 リ出 シ 得 ル 唯 一 ノ抗 酸 性 物 質

ナ リ。抗 酸 性 二關 シテ ハ非 抗酸 性 菌 類 脂 彊 ト比 較 研 究
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ス ル ニ特 珠 ノ類 脂 饅 ノ存 在 ニ ヨ リテ ハ読 明 シ得 ズ。

Rhosphatidハ 燐酸 、 「グ リtリ ソ」高 級 脂酸.含 窯 素

有機 璽 基 ノ化 合 物 ナ リ、PbNノ 蘭 係 ヨ リ1N,2N及

ピ賊N.「 フtス フ7チ ー ド」二分 類 セ ラ)v、 結 核 菌 「7t

ス ア7チ ー ド」ノ成 分 トシテ ノ・「パ ル ミ千 ン」酸 、油 酸 、

1グ リセ リ ソ」燐 酸 、 糖 酸 飽 和 脂 酸 ア リ、 育機 頓 基 ハ

未 ダ決 定 セ ラ レズ、結 核 菌成 分 トシテ 「レチ チ ソ」ハ 古

キ研 究 家 ニ ヨ リ想 像 セ ラ レ居 リシモ 今 迄 二「ヒ.リ ソ」

ヲ實 際 二楡 出 シ得 ナ カ ツタ。 著 者 ハ 「ヒ.リ ン 」ヲ鞭 化

白金 「ヒDリ ソ」沈 激 ニ ヨ リ 多 量 二謹 明 シ得a。 「ケ フ7

リンご、 轍 基 ナ,レ「コ ラ ミ ノ」ハ謹 明 シ得 ズ。

結 核菌 ヨ リ探 ツ タ 類 脂 膿 ハ 不鹸 化性 腰9除 イテ ス ペ

テ生 物 學 的 活 性 ヲ有 シ、動 物 二itlNス ・・ ト結 核組 織 塑

化 ヲ來 ス、但 シ繕 封純 デ 菌膿 片 ノ混 在 ナ キ識 櫨 確 實 ナ

ラ ズ ト批 難 ス,レモ ノ ア リ。

絹胞 ノ透 過 性 二關 係 ア'レ 「ス テ リ ン」ノ 抗 酸 性 菌 内 二

存 在 ス ル ヤ否 ヤ ニ關 シテ ハ、 少 徽 ノ古 キ 研 究 家 ハ 存

在 ス ト云 ヒ シモ多 ク ノ學 者 ・・之 レ ヲ 否定 ス。 著 者 ノ・

Burchard,-1.ieberrnann,Salkowski,WhitbyundMi-

lbradtノ 呈 色 反 感 ニ ヨ リ其 ノ存 在 ヲ詮 明 セ リ。6時 間

加 温 「ア セ トン」抽 出 ヲ3同 繰 返 シ タ'レモ ノ、 室温 「ア

セ トン」抽 出後 ノ残 渣 ヲ石油 「エ ー テ ル」ニ テ 加 温 抽 出.

セル モ ノ、 及 ビ其 ノ残渣 、「ク ロ ロ ホ ル ム」抽 出 後 等 ノ

中 二謹 明 セ リ。「サ ポ ニ ン」培 地 二培 養 シ タ ル結 核 菌 ノ
σ

「アセ トン」抽 出 中 二 「ス テ リン」ヲ 謹 明 シ{!}'レ モ之 レ

ハ「サ ポニ ン」ノ翁 、 抗 酸 性 被 膜 ノ 害 ナ ・・レ シタ メ ト

考 ヘ ラ レ ズム シ ロ菌 膿 成 分 ノ 化學 的結 合 ノ1墜 化 ト考

ヘ ラ,レ何 トナ レバ 大 腸 菌 ノ如 キ 非 抗酸 性 ノモ ノ 毛結

核 菌 ト同糠 ノ抽 出條 件1下 二在 レバ ナ リ,

頬 脂 髄 分 析 ハ 類 脂 燈 ノ溶 解 性 が 他 ノ物 質 ・存在 昌 ヨ

リ非 常 二璽 化 ス,レ 故 完全 二 抽 出7・JVコ トf・可能 ナ,レ

場 合 多 〃定 量 ハ確 實 二行 カ ヌ者 ト考 フ ベ キナ リ。

(刀 根 山 辻 川 抄)

「AO」 ヲ以 テ セ ル動 物 實 駿

J.v.Vasarhelyi:OberTierexperimpntemitdem

Tuberkulose・SchutZmittel,,AO``

1。AOノ ・生 髄 二危 瞼 ナ キ ヤ。

AO沈 澱 物 ヲ乏二二2ti= 一!レvン染 色鏡 楡',レ ニ 不 定

形 ・青 色 顎 粒 ト抗 酸 性 ヲ ー 部 乃 至 完 全 二 保 有 ヌ ル桿

菌 ヲ見]v。AOヲ 海 猿 二 皮 下 注 射 ヌ ル ニ 病 璽 ヲ起 サ

ズ。 叉 結 核 菌 及 ビ 「ツ へ'レ ク リー ソ」二封 ンテ感 作 モ

セ ズ。

2.AOノ ・免 疫 性 ヲ附 輿 ス ル カ、

種 々 ・量 ノAVヲ 以 テ3同 豫 防 注 射 セ'・海 倶 ヲ慢 性

的結 核 ヲ起 ス量 ノ人 型 菌 ヲ以 テ感 染 ス ル ニ、封 照 二比

シテ 防禦 力 ノ堆 弧 ヲ認 メ ズ、只 虜 置獣 ・・感 染 後 ノ禮 重

堆 加封 照 獣 ヨ リ勝 リ ソノ 生 存 日倣 モ109二99ノ 如 ク永

シ0

3.AOハ 治療 的 敷 果 ア リヤ。 有 馬谷 ロ氏 法 ニ ヨ リ家

兎 ノ前 眼房 二 〇.001mgノ 結 核 菌 ヲ注 射感 染 シAOヲ

以 テ治 療 セ'し 二 其 持 殊病 愛 及 ビ 眼 ・破 壊 状 態 二於 テ

試 獣 及 ビ封 照 獣 ・間 二栴 違 ヲ認 メ ズ、共 後 内臓 病 愛 ノ

剖 検 モ 雨群 間 二差 違+シ 榿 重 モ 雨 群 ノ間 二差違 ナ シ。

(刀 根 山 辻 川 抄)

ZeitschriftfarTuberkuloseBand74.Heft2.1935.

マイ ニ ッケ 氏 結 核 笈 竈 呂於 ケ ル光 線 照射 ト笈 窟 時

間 トノ關 係 及 ビ其 早 期 診 断 二劃 ス ル債 値

WalterBerdelundKarlB廿hler:Beziehungen

zwischenBelidltungundReaktionszeitbeider

Meinicke.TuberkulosereaktionundihreVerwertung

zurFrtihdiagnose.

著 者 等 ハ マ イ ニッケ 民 ニ ヨ,レ 結 核 ノー 新 血 清 反 慮 ヲ

150名 ノ患 者 二就 テ追 試 シテ 本反 感 ガ結 核 ノ類 症 鑑 別

早期 診 噺 、 豫 後剣 定、臨 肱 上 ノ経 過 ノ観 察 及 ビ虚睨 療

法 ノ適 感上 今 日迄 知 ラ レテ 居 ル 凡 テ ノ非 特 異 性 生 物

學 的反 感 二比 シ テ 遙 カラ 優 レテ 居 ル コ トヲ認 メ タ ト

違 ベ テ居 ル。'

著 者 等 ノ、此 際Mikro・Reaktionノ 施 行 ヲ髪 ヘ テ 可及 的

短 時 間 内 二、度 々反 磨 ヲ 讃 ミ取 ラ ン ト 努 力 シテ途 二

Antigen・Antik6rpergemisch/Agglutinationガ 顯 微

鏡 下 ニ テ強 イ光 線 照 射 二1依 リテ 非 常 二 迅 速 二起 ル コ

ト ヲ認 メ 久 ソ シテ其 際 健 康人 ・血 清 ヲ加 ヘ タ場 合 ハ

結 核 患 者 ノ血 清 ヲ加 ヘ タ 場 合 二 比 シテ 光 線 照射 ニ ヨ

,レ凝 集 速 進 ノ弱 イコ ト ヲ認 メ 著者 等 ノ・之 二 俵 リテ健

康 人 ノ血 清 中 ニ ノ・Antigengemifch/Agglutinations-

tendenzヲ 阻 止 ス ル因 子 ア,レベ キ9想 定 シqe而 シテ

此 現 象 ノ・光 線 照 射 ノ 弧 サ ニ ヨ リテ 培 大 ㍗ レコ トヲ確

認 シタ ノデ光 線 ノ強 サ ト観 察 時 間 ト ヲ ー 定 二保 ツ テ

此 現 像 ヲ利 用 セ ン ト志 シ タ。

次 二著 者 等 ・・↓こ實 験 方法 二 就 テ ・注 意 事 項 ヲ詳述 シ

タ ル後 二著 者 等 ノ行 ブタ 實 験/結 果 ヲ次 ノ様 二述 べ
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テ居 ル。臨 脈 上 硲 ノ塔 活 動 聖k肺紹 核 ・モ ・及 ビ後:一爲

ソ テonlae.セ,レ 〃,レFrUhftill・・ デノ・マ氏 ・Original・

methodeニ ョル1・Nesrutive・fehlerresultateh'20%

デ ア ツタ モ 功 室 法 二 リレ ト只4%二 過 ギナ1,其 差

ノ16'6ノ ・全 クFrOhf訓e及 ビ皿 症 ・毛'デ ア ツテ、

カ ・)vモ … 一一!氏ニ ー1iレ1・AntikUrpermangel・ 梵

メニOriginalmethode .ラ ●・・皆陰 性 デ ア'レモ ノテ'ア'レ。

亜急 性 紹 核 ・モ ノ及 ビ健 康 者 二於 テ ハ4忌反 慮 トOrigi・

nalmeth・deト'・ 略;一 致 ス'レ.

光 線 照 射 ハ照 二1臨蜘 サ ニ 胞1ジ テJLPu,ヲ 速 進 ス'レ ノ ミ

ナ ラ ズ×GesammteReakti・nstiter弛 幽 七サk]レ 、

telJチBelichtungハ 實 験 ・病Ii果ヲ シテKupPen及 ビ

Mikroreaktion共 二PositiveSeite二 樽 化 サ セル。

「レ」線 照射 モ 亦 光線 ト同 ジ様 二作 用 ス ル
、血 液 叉 ノ・血

清 ・「レ」線 照 射 或 ヒ ・・患 者 バ レ」線 照 射 モ 同様 ナ影

響 がア'レ。部 チ マ氏 ノ結 核 反 懸 ハ 「レ」線 照 射・_ヨ リテ

強 ク陽 性 二表 ハ レ叉 ハ 患 荷 力「撤 イ 太 陽 光線 二曝 サ レ

タ後 ニモ 強 ク 陽性 ト+ル 、 故 二 實 験 二 當 ツ テ ・・斯,レ

Fehlerquelleヲ 除 外 ス'レ コ トカ'ノく切 デ ア'レ ト述 べ テ

居,レ。(刀 根lll西 村 抄)

肋 膜 炎 卜肺 結核

取 扱及 割断 盤 ノ 爲 メニ 雨 者 ノ 原 因的 關係 ノ

意義

F.Hochstetter:PleuritisundLungentuberkulose.

DieBedeutungihresursschlichenZusammenhanges

f並rdenbehandelndenundbegutachtendenArzt.

大 戦参 加 者 中 デ 載 地 活 動 が 原 因 デ 後 二號病 セ'レ ト思

ノ・'レ・様 ナ 内科 的 疾 患 二 今 日初 メテ 遭 遇 ス'レ機 會 が

屡 ζアル。是 等 ノ疾 病 二向 ツテ ノ・常然 年 給 が請 求 セ ラ

ル ベ キ7'ア'レ 大 戦 終 ツ テ既 二16年 ヲ経 過 ンタ今 日、

是 等 ノ要 求 二ii野シテ 署 師 ・・科 學 的研 究 ノ上 二立 千最

モ愼 重 二批列 ス 可 キ デ ア,レ。

戦 孚 中又 ・・直後 二疾 病 ・第 一 徴候 ヲ誰 ス'レ カ、一義 ・

橋 徴候 が存 ス)ltt場合 二・・直接D.・B.ト シ、 戦 孚 中 二

受 ケ タ障 碍 ヲ基 礎 トシ遅 レテ壁 生 シタ疾 病 ヲ間 接D.・

B・ トス レパ、 コ ノ雨D.・B.二 封 シテ ハ當 然 年 給 ハ 支

給 セ ラ'レ可 キ デ ア,レ。殊 二屡{今 日初 メテ決 定 サ レ4

肺 結 核 が ノく戦 中維 過 「シタ 滲 出 性 肋 膜 炎 ト原 因 的 關係

ア ル ヤ否 ヤ ヲ剃 噺 ス'レ 機 會 二 遭 遇 ス'レ。 之 がD.・B.

ナ ァレヤ否 ヤ ヲ決 定 ス'レニ ・・屡 こ困難 デ ァIV。llン 理 由

二就 イテ著 者 ノ・雨疾 病 ノ 原 因的 關 係 二就 イテ ・研 究

叉 ハ統 計上 ノ文 厭 、生 命 保 瞼 會社 ノ統 計 、rl己 ノ観 察
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意 見 ヲ加^テ 詳 ヴ 〃諭 ジテ 亭'レ.印 チ滲 出 性 肋 膜 炎 後

月1膨β占核 ノ壁 痂ξノ、年1・ 共=」 滅 少 ノ,レカ9爾 樋 分 長 年 月危.

除 昌曝 ラサ レテ居'レ モ ノデ ア'レ.從 テ ノく戦 餐 加 中 滲 幽

性 肋 膜 炎 ヲ紳 過 シタ モ ノガ 何 年 カ ノ後 二謹 明 サ レタ

肺 結 核 ハD.・B.ト シ テ 考へ 撚 ラル ペ キ デ ア ル。

(刀 帳 山 柳 潔 抄)

腕 臓 櫨 査 二 於 テ 喀窺 中 ノ'リ ホ イyξ ヱ リン1■

意味 二就 テ

Ant・ni・Risi:Oe・(・rdieBed・ ・utuns・derLisroidmyeline・

desAuswurfesfUrdieLunκ ・・nuntersuchunsr.

肺 胞 細 胞 ハ「リポ イ ド」ヲ分 解 シ.之 ヲ喰 食 ス ル性 質 ガ

アノレ。 拷者 ハ氣 管 枝L皮 細 胞 ハ.脂 肪 ヲ吸 牧 ・7Ptり,

排tll7・,t/性 質 ヲ有 ン、 叉 脂 肪 ヲ脂肪 酸 ヤ.「 コ レス デ

リ ン」化 合物 ヤ,「 リポ イ ド」二 靴 サ セ ル性 質 が ア'レ

モ ノ ト彦 フテ オIVb疾 病 ・時.肺 ・脂 肪 含有 寧 ハ 高7

ル。 脂 肪 素 「グ リセ リツ ド」、喝エ フ・テ ル」ハ肺 組 織 ノ.

1リ ホ イ ド
」分 解 酵 素 ニ ヨソ テ、ソ ノ成 分 二分 解 サL.

一 部 ・・、黛 管 ヨ リ排 出 サ レ ・レ。 細 胞 ガ壊 死 二昭 ル}.

盟 内 二、 一ミエ リ ソ」カ'生ズ.殊 二Phospholipoiden

「レ チ チ ソ」
、 其 ノ分解 産物(Prosag・n,Zerebrocid)、

油 酸 ノ「コ レス テ リ ソ.エ ス テ ル.笥 リナ ル所 ノ脂 肋 懐

.物 質 ヲ'1プ.コ ノ 「ミエ リノ」・・液状 デ、重 屈折 性 ヲ有

シ、「ア ル コー ル.・、 油 酸 二溶 解 性 が ア ル。 着 者ノ・喀 出

サ レ 殉 レ喀 破 中 ノ、「ミエ リ ツ ・ヲ測 定 シ、 種 々 ノ肺
　

結 核 二於 ナ、5ミ エ リ ン」彊 ノ5・h'如 何 二動 キ、 病 勢 ト

「リホ イ ド」排 出 量 トノ關係 ヲ探 究 セ ♪ トシタ
。其 ノ方

法 ・・、Diamareノ 物 理 的 分析 法 ヲ用 ヒ、 顯 徽 鏡 標 本一

・・偏 光 ヲ以 テ検 査 セ リ。 集 ノタ喀 褒 ヲ重 湯 煎 上 デ2-

3瓦 二 迄 濃 縮 シ、48時 間2倍 量 ノ純 「ア ル コー1レ ・ニ

テ慮 置 シ、 濾 過 シ.濾 液 ラ室 温 ニテ 乾 燥 シ,一 部 ヲ直 『

二顯 徽 鏡 ニ テ.検査 ス。1部 デ 「ア セbソ 」溶 解 性 ヲ検 .

ス。 残 部 ヲ、Apathy氏 .ノ.「 コ ロ イ ド:護 誤 舎 利 別

中 デ32度 デ24時 間 乃 至48時 間 放 置 シ、=欠 二室 温 ニ

テ、 ミニ立7氏 液 中 二、16時 間vH202中 二16時 間t

放 置 ス レ。 検 査 材 料 ・・、喀 演 、 唾 液 、 涙 汁 、鼻 汁 、汗 ヲ

以 テ行 ツ タ。 共 ノ結 果 、開 放 性 結 核 患 者 ノ喀 疲 二於 テ

ハ顯微 鏡 的 二種 々ナ形 ヲ シ タ、一ミエ リ ン」禮 中、 液状

結 晶 性 ノ物 ヲ認 ム。「ゴ ム」舎 利 別 ヤ、ミ昌ラー氏 液 中 デ

モ 同様 ノ モ ノ ヲ認 ム。 此 ノ所 見 ノ・、 艦 内 二.壊 死 竃 ガ

ア ソ タ リ、 化 膿性 炎症 ヤ 、普 通 ノ炎症1ア ル爲 ト考 フ

ル ヨ リハ、ム シ ロ邑リポ イ ド」或 ハ脂肪 代 謝 二退 行 性 ノ

現 象 が ア ル爲 デ ア ル、即 組 織 中 ・細胞 能 力 が 墜 叱 ヲ來=
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タ ヴ タル爲 二、「リポ イ ドJヤ 脂 肪;物 理 、 化 學 的 愛 化

が現 レタモ ノデ ア ル ト考 ヘ ラル ・ノ デ ア,レ。停 止 性 納

核 患 者 ノ喀 疾 検 査 ノ時 へ 「ミエ リ ソ」ヤ液 状 縞 晶 髄 ハ

認 メ ズ。 ム シ ロ偏 光 交 叉 ヲ示 ス 「イ ヌ リ.ン」ヤ、脂 肪 酸

ヨ リナ,レ結 晶 ヲ認 メ タ。 此 ノ結 晶 ハLipoidfett二 非

の 　

メ ・yテ、Olsalz或 ハ 普 通 ノ 脂 肪 デ ア)レ。ellチ 此 ノ場

合 ノ・、 肺 ハ病 愛 が進 ソ ダ リ、炎 症 ヲ オ コ シ テ オ ル ノデ

ハ ナ 〃、 ム シ ロ病 勢 ノ消題 期 二 瑠 ス,レ モ ノデ アル。ダ

カラ共 ノ所 見 ノ、、 ム シ ロ 健 常 ナ モ ノ ニー 致 ス ル ノデ

ア)レ。 次 ニー 見 ・yテ、粘膜 ハ 健 常 デ アJV)'、 時 々鼻 「カ

ター)v」 二罹 ル患 者 ノ鼻 汁 ヲ検 シ タル ニ1部 ・・陽 性 デ
　

ア リ、1部 ノ・陰性 デ ア ツ タ。 以 上 ノ検 査==ツ テ、 炎

症 ト「ミヱ リy」 ト ノ間 ニ ア,レ 關 係 ノア ル 事 ガ推 察 シ

得 ル。 涙 汁 、 汗 ニノ・「ミエ リソ」ハ謹 明 シ得 ズ。

(刀 根 山 早 川 抄)

爾 西 凋逸 療 養 所 讐 師會 第十 二 回會 謹 ノ報 告

WalterScimidt:BerichttiberdieXII.Tagungdes

VereinsSudwestdeutscheHeilstaltenarzteamii

und12V.1935.

特 二部 分 的 成 形 術 及 充 填 ヲ 考慮 セ ル 胸 廓 成 形術 ノ適

慮症 及 ピ技 術(lndikationundTechinikderThom・

koplastikmitbesondereBeriicksichtigungdergezie・

ltenTeilplastikundPlombe)。

肺臓 外科 二於 テ モ ー般 外科 ト同 ジ 様 二 員 携ワ 免 除及

ビ安静 位 ガ重 大 デ アル。

外 科 的 手術 ノ 成 績 ヲ 得 ソ ニ ・・病 的過 程 ノー 方 的 ノ ミ

ヲ考 フル ヨ リモ生 物 免 疫 學 的 能 力 力●ヨ リ大 切 デ アノレ。

胸 廓成 形 術 二 於 テ モ 氣 胸 ノ場 合 ト同檬 二好 成 績 ヲ得

ソ トス レバ適 慮 症 ヲ前 以 テ定 メ ナ ケ レバ ナ ラナ イ。孤

立 シタ第3期 空洞 ハ 保 守 的療 法 ニ ヨツ テ 影 響 が ナ イ

場合 ニ ノ・ソ レが 振 がソ テ 廣 範 ナ 手 術 が必 要 トナ ル 前

二外 科 的 虚 脱 療 法 ヲ行 フ ベ キ デ ア ル。「レ ソ トゲ ン」ノ

空洞 詮 明 ハ必 要 デ ア ル。成 形 術 ノ適 慮 症 二封 ス ル標 準

・・臨 駄 及 ビ 「レン トゲ ソ」ノ経 過 診 噺 デ ア'レ。ソ ノ上 二

馨 師 ノ他 畳 的 槍 査 及 近 代 的 ノ 機 能 検査 が 加 ヘ ラ レナ

ケ レバ ナ ラ ナ イ。今 日マ デ ソ レニ ヨツ テ術 前 二確 實 二

重 大 ナ呼 吸 及 ビ 循 環 機 能 不 全 叉 ノ・ソ ノ 個 々 ノ位 置 ヲ

知 リ得 ル ノ ミナ ラ ズ ソ ノ 成分 ヲモ 分 析 ス,レ コ トが出

來'レ。

他 方病 的過 程1生 物 免疫 學 的 均衡 ニ ソ イ テ ・・如 何 二

臨 肱 的叉 ノ・機 能 的 検査 ヲ 細 心 二行 ツ テ モ前 以 テ之 ヲ

設 明 ス,レ コ ト出來 ナ イ。
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ソ コ デ何 算 前以 テ 警 戒 ス ベ キ 徹 候 ナ ク シテ予 術 ノ刺

戟 ニ ヨ リ出 血 或 ハ 撒 布 或!・ 血 行 性 ノ撤 布 ト共 ニサ へ

滲 出性 ノ乾 酪 性 肺 炎 ノ反 慮 位 ヲ示 ス コ トが アル。コ ・

二爾 重 大 ナ 危 隙 因子 ガ アル ク レ ド細 心 ノ 注 童 ト正 シ

イ技 術 ノ蓬 行 ノ場 合 ・・他 ノ 外 科 ノ ア術 二比 シテ死 亡

挙 ハ高 〃ナ イ。今 日デ ハ横 隔 膜 紳 経 除 去 ノ適 鷹 症 二封

ヴテ ・・「キ モ グ ラ フィオ ソ」ガ大 イニ役 立 ツ テ ヰ ル。 横

隔 膜 刷1縄捻 除術 ハ 成 形 術 前 ノ 試 験 手 術1・ ・yテ・・一般

島 ハ用 ヒ ラ レテ ヰ ナ イ。ソ レ ニ ヨ リ吸 引 ノ危 隙 ハ減少

ス ル。然 シ管 内叉 ・・血 行 性 ノ結 核 ノ撒 布 ハ乎 術 ヲ ジナ

イ多 〃 ノ例 ノ経 過 二於 ケ'レ ト同 様 二 常 二可 能 デ ア'レ。

局 所 的 二組 織 ノ免 疫 ノ止 ツ タ 時 ハ撒 布 ハ 直 グ始 マJレ。

吸 引 ノ機 械 的 關 係 ハ 最 多 ク・・多量 ノ喀 疲 量 が重 要 ナ

役 割 ヲ演 ジテ ヰ ル。多 クハ結 核 性 吸 引性 肺 炎 正 シ〃 ハ

氣 管 枝 撒 布 ハ 上 述 ノ 生 物 免 疫學 的 激 愛 二1屑 ス'レモ ノ

ア外 科 的虚 脱 療 法 二於 テ遭 遇 シ得)Vモ ノデ アJV。

次 二技 術 二關 シテ肋 骨 切 除 及 ビ1-2肋 骨 ノ全 除 去 ニ

ッ ィテ述 べ テ ヰ ル。(刀 根 山 青 野 抄)

肺 膿 外 科 ノ手 術 前 ノ機 能械 査

ErwinGanbatz:FunktionsprttfungvorLungenchir.

urgischcnEingriffen.

今 日デ ・・多 ク ノ學 者 ニ ヨ リ色 々 ノ形 ノ 呼 吸 器 及 循 環

器 ノ機 能 不 全 力●他畳 的 二 記 載 サ レ 叉 詐 サ レノレ檬 ニ ナ

ツ タ。 ソ レニ ヨ リ胸 廓 成 形 術 ノ 場 合 二於 テ望 シ カラ

ヌ 中間 ・出來 事 ヲ避 ケ 得 ラ レ叉 ノ・初 メ カ ラ ソノ失 敗

ヲ除 去 ジ得 ラ レサ ヘ モ スJレ。Rohrbachノ 療 養 所 デ ・・

コ ノ機 能 検 査 ヲス ペ テ ノ手 術 例 二行 ツ テ ヰ'レ。

先 ヅ第 一一二Elektrokardiogramm一 ヨ リ心 筋 機 能 不 全

ヲ測 定 サ レル。更 二多 〃 ノ呼 吸及 循 環 器 ノ機 能 楡 査 ニ

ヨ リ肺 及 循 環 器 ノ機 能 ガ明 トナ リ、患 者 二手 術 ヲナ シ

得'レ 力否 力 指 示 ニ ツ イテ モ肺 ノ 手 術 前 二機 能 的 検 査

ヲ行 フ コ トハ 他 ノ臨 肱 上 ノ 結 果 ト共 二大 切 ナ ル コ ト

ヲ述 ベ テ キ'レ。(刀 根 山青 野 抄)

胸 成 形術 後 ノ療 法 ヘ ノ原 則

LudwichAdelberger:Grunds5tzlicheszurNachbe-

handelungnachThorakoplastik.

手術 ノ適 當 ナ 選樺 ト技 術 ノ 他 ニ ソ レニ 相 當 シタ後 ノ

療 法 ニ ヨ リ胸 廓 成 形 術 ノ 結 果 ヲ著 シ ク 良 好 ニ シ得'レ

コ トヲ述 べ一 例 ノ 合併 症 ナ キ 普 通 ノ例 ト胸 廓 成形 術

後 重 イ 合併 症 ノア ツ タ1例 ニ ッ キ 手 術 後 ノ療 法 ヲ原

則 的 二述 ベ テ ヰ'レ。(刀 根 山 青 野 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル外 科 的 及 ビ保 守 的 療 法 ノ限界
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1㍉Starcke:Grenzenchirurgischerしmdkonst・rvati・

verBehandlungbeiLungentuberkuloge,

保守 的療 法 二!ヨ ツ テ 数 果 ヲ期待 ス カ 否 カ ハ患 者 ノ親

察 ニ ヨ ツテ カラ デ ア,レ。慨存 ノ病 的過 程 ノ他 二組 織 ノ

防禦 力 が 大切 デ ア リ、叉 個槻 ノ能 働 的 行 爲 ノ他 二家 族

的 、積 族 的 ノ遺億 因 子 が關係 ヴ テキ ル。 ソ ノ他 患 者 ノ

理 解 力 ノ糧 度 及 ビ縄 濟}吠態 ガ之 二間 係 ス,レ。人 工 無胸

斗於 テ ハ ソ ノ後 ノ療 法 が問 題 トナ ツテ 來'レr縄 濟、 田

舎 二於 テ ソ ノ後 充填 ・可能 性)。

ヨ リ膚 範 ナ,レ肺 ノ椛 患 ノ時 若 シ 患 者 ノ家 ノ聞 係 デ必

要 ナ保 護 が問 題1ト ナ ル 場 合 ニ ハ 外 科 的療 法 が必 要1・

+Jレ 。物 質 損 失 が後 ノ億 痕 牧 繍 ニ ヨ))2PZ'Jサ レ'レナ ラ

バ無 胸 ヲ選 ベ バ ヨ イ.若 シ空 洞 ノ大 サ ニ ヨ リ結 果 ノ期

待 サ レ ヌ時 ・・胸 廓 成 形 術 ヲ行 フ ペ キ デ アル。

喉 頭 結 核 二於 テ モ ヨ リ 阜 クー 般 二 ・・肺 ヲ積 極 的 二安

静 ニ オ ク ベ キ デ ア ル。明 カナ症 候 ノア,レ腸 結 核 二於 テ

ハ肺 ノ療 法 ハ数 果 がナ イ。

病 肺 ノ人 工 的 永 久 的 虚 脱療 法(胸 廓 成 形 術)・ ・特 ニ イ

〃 ラ カ存 ス,レ他 側 ノ訟 噺 が大 切 デ ア 〃。 ヒ纏像 ヤ疾 病

ノ瞬 間 ノ伸 展 ヨ リ患 唯 戴察 二"ツ テ ノ 竃 可 能 ナ ル性

質 ノ判 断 ガ電 大 デ ア'レ。此 ノ時 臆患 者 ノ既 往 症 ガ大 事

デ ア'レ。 。(刀 帳 山背 野 抄)

腸 紹 穫 ノ■腱 療 法

TheoNeumer:DieSy叫 ⊃tOmatischeBehandlung.

derI)armtul)erkulose.

食餌 ニ ヅ イ テ ハ奴 果 ガ ナ 〃唯Moroノ 林 檎食 ノ ミガ

全 ク從 順 二行 ヘ バ妓 果 が アル.生 理 的 ニ ハ何 ヲ 才 イ テ

モ温 デ ア'レ。榮物 的 ニノ・「ア'レカ ロ{均 ヲ邊 ケ激 ヴ イ

痔 痛 及 ピ下痢 ニハ「オ ク ティヌー ム」ヲ叉 ハ'アFソni"'

ソ」ト共 二奥 へ'レ。 ソ ノ後 敢欲 剣1タ ンナ'レ ビ ソ」s「タ

ン ニ ン ゲ ン」ヲ用 ヒ'レ.「カ'レシ菖一 ム」 ノ大 坂 ヲ奥^叉

ハ囎 酸 製 剛 ヲ食 後 直 グ奥 ヘ ル 試 ミモ ア ル.末 期 二於 テ

ハ阿 片 モ避 ケ'レ必 要 ハ ナ イ。腹 腔 内 空 無 遙入 ノ敷 果 ハ

全 〃封 症 的 ノ標 デ アル。癒 著 ノア'レ場 合 ハ禁 忌 デ アル。

腸結 核 ノ外 科 的療 法 ハ 特 別 ノモ ノ ・外 ハ 全 〃稀 デ ア

)Vo

Tubercle.April-Setember.1935.

結 核 相 談 所=於 ケ ル マ ン トー 氏 笈 簸 二 就 テ ノ脛

駿

TattersallM.D.:ExperiencesoftheM註ntouxTest

inDispensarzWork,(Tuberde,April.)

著 者 ・・1000倍 稀罧 「ツベ,レク リンJヲ 推 賞 シ テヰ ノレ。

1000倍 溶 液 デハ約4%二 於 テ 反 慮 誤 差 ヲ見,レ1・言 フ

カ●Hart氏 ノ言 フ所;b'liへ ・qO倍 液 二於 テ モ2%ノ

誤 差 ヲ 有 ス ト言 フ、 著 着 ・・14歳 以 下 ノ小 見452人 二

就 イテ 同反 慮 ヲ試 ミタ が陽 性307=689。 ヲ得 タ、反 慮

ノ強 弱 ト病 愛 トノ關 係 ヲ考 察 シ テ見'レb、5歳 以 下 ノ

小見 二於 テ弧 反慮 ヲ 呈 ス1レモ ノノ・臨 駄 的 ノ結 核 ヲ有

シ、比 較 的 大 キ イ子 供 卸 チ小 學 校 ヲ終,レ標 ナ者 二於 ケ

ァレ強 反 磨 ノ・同年 輩 ノ 陰性 反 感 者叉 ハ 弱反 慮 者 二比 シ

テ豫 後 ガ良 好 ナ リ。

尚 ホ著 者 ノ・陽 性 反 臆i者 ノ全 部、並 二陰 性 者 ニ ジ テ前 史

二於 テ結 核 患 者 二接近 シタ モ ノノ・凡 テ 胸 部 「レソ トゲ

ソ」撮 影 ヲ シタ、ソ ノ結 果 ・・陽 性 者295枚 ノ「フヰ,レム」

中150(=50%)ノ ・無 愛 化、42(=14%)二 明 カ ニ結 核 墾

化 ヲ見 タ、103=36%ニ ノ・列 然b・yナ イが恐 ラ 〃 ・・結

核 性 愛 化 ト思 ・・切 レ病 状 ヲ骸 見 シ タ。

陰 性 者 ノ「フelレ ム」57枚 中54(=95タ6)二 ・・何 等 ノ病

塑 ヲ認 メ ズ、3枚=(5%)二 不 定 ナ病 愛 ヲ見 タ ニ ス ギ

ヌ。1ソ 」陽性 者 二於 テ何 故 二50%二 攣 化 ヲ見 ヌ カ
、

著 者 ・・ソ レバ カ ク レ タ 病 竈 即腹 部 叉 ハ頸 腺 等 ノ感 染

ヲ考 フペ キ ダ ト思 フ。

(刀re111青 野 抄)

「アVlレ ギ ー一一"ト 免 疫 力bハ 互 二 或 程 度 ノ存 在 ヲ示 シ

合 フカ●必 ズ シモ常 ニー 致 シテ ハ ヰナ イ♂ ア レル ギ ー」

問 題 ハ尚 ホ將 來 二解 決 ヲ残 シタ重 要 ナ 問題 デ ア,レ。

(有 馬 内 科 金 井 抄)

結 核 ノ診 断 憩 二 痩 痛 學 統 一 上 必 要 ナ ル 標 準 「ツ ペ

ル ク リン」呂就 テ

E.R.Long:AStandardisedTuberculinforUnif(》

rmityinDiagnosisandEpidemiology.(Tubercle,

ApriL)

結 核 ノ疫 學 的 ・診 噺 二 際 シテ ・・現 在 各 國 デ 使用 ス,レ

所 謂 コッホ氏 奮 「ツ ベ'レ 〃 リ ン」二資 フ所 ガ大 デ ア,レガ

共 ・毒 力 ノー 定 セ ヌコ トガ唯 一 ノ鉄塾 デ ア'レ.著 者等

・・此 ノ鉄 隔 ヲ充 サ ソ トシテ 即 チ 反 感 二有 数 ナ,レ成 分

ヲ純 粋 二抽 出 シテ 「ツペ,レ ク リソ」反 庶 標 準 ヲ規 定 セ

ソ ト試 ミタ。

著 者 等 ノ見解 ノ・反 慮 為 数 成 分 ハ 比 較 的低 キ分 子 量 ヲ

有 ヌ'レ蛋 白誘 導 彊 ト考 ヘ テ ヰ,レ。化 學 的 二組 成 シ ダ培

地 二登 育 セJレ培 養 ヲTrichloraceticacid溶 液 、「エ ー

テル 」等 ヲ用 ヒ テ蛋 白 ノ沈 澱 ヲ得 テ 純 粋 二取 リ出 シ得

タ・コ レ・・蕾 「ツ ベ'レ ク リソ」液 二比 ジテ陽 性 卒 ガ高 ク

通 常 ・・0.㎜2mgヲ 鯛 二使 用 ・y、陰 性 ナ'レ齢 ・・

更 二 〇・00005mgヲ 使 用 ス'レ。
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England及Wales二 於 ケ'レ 使 用 後 ノ 好 戊 績 ヲ附ilO

ヌ。(有 馬 内科 金井 抄)

支 那 二於 ケ ル 胸 廓 内 結 穫 昌 就 テ

(殊 呂Szechuan地 方 二於 ケ ル 鯛 査)

H.G.Anderson.M.D.;IntrathoracicTuberculosis

AmongsttheChinese,withspecialReferencesto

theProvincsofSzechuan.ぐrubercle,May.)

著 者等 ハ、 上 記 支那 地 方 二 於 ケ'レ 肺結 核 二 就 イ テ ノ

1930年 以 來 ノ調 査 ヲ報 告 セ リ。 圭bシ テ 理 學 所 見、

家 史、 前 史、蚊 二 自畳 症 二就 イ テ精 ζ廣 範 二調査 報 告

ヲセ リ。(有 馬 内 科 金 井 抄)

膏 年 期 二於 ケ ル肺 結 楼 呂就 テ

P.F.AmandDelille,M.D.:PulmontiryTuber・

culosisinAdolescenceandYouth.(Tuberde,May.)

著 者 ノ此 盧 二 言 フ 青 年 期 結 核 ハ 再 感染 ニ ヨ リテ起 ツ

タ モ ノヲ指 ス、注 目 ス ベ キ ハ女 子 ノ方 が早 〃男 子 ヨ リ

青 春 期 が初,レ ノデ ア'レ が 結 核 罹 感 率 モ遙 カ ニ多 列 繭

12歳 ヨ リ15歳 ノ間 二於 テ ・・女 子 ・・男 子 ノ約4倍 ノ擢

病 数 ヲ示 シ テ ヰ,レ(表 示)。

尚 ホ病 型 ノ・1「Splenopneumonia」 、2「pneumonictype」

3「Thefibroulceroustype」 二分類 ス,レコ ト ヲ提 唱 スJレ。

治 療 法 トシ テノ・人 工 氣 胸 ガ最 上 デ ア'レ、ソ シテ早 期 ノ

蟹 見 ト氣胸 トヨ ヨ リテ 青 年 期 ノ 肺 結 核 ・・大 牛 ハ治 癒

二 向 ・・ジメ ウル モ ノデ 在 來 考 ヘ ラ レタ 程 豫 後 ノ悪 イ

モ ノデ ノ・ナ イ。(有 馬 内科 金井 抄)

牛型 結 核 菌 ニ ヨル肺 結 核(コ ペ ンハ ー ゲ ン;於 ケ

ル)

Fr.Tobiesen:Bovi・nePulmonaryTuberculosisin

Man-Twenty.sixCacesfromCopenhagen.(Tubercle

June.1935)

著 者 ノ圭 張 ニ ヨル ト 牛 型 結 核 菌 ニ ヨ'レ人 類 ノ肺 結 核

ノ・決 シテー 般 二 考 ヘ ラv,レ 程 少 イ モ ノデ ・・ナ イ、1931

1月 ヨ リ1933、6月 迄 二 於 テ コKソ ノ・一 ゲ ソ ニ於 ケ'レ

診 噺 ヲ確 實 ニ セ,レ 牛型 肺 結 核 ハ26例 デ アァレ、 コ レ等

・、何 レモ32歳 以 下 デ、 中10例 ノ・5歳 以 下 デ ア'レ。尚

ホ コ ノ26例 中 ノ13例 ・・生 牛 乳 ヲ飲 ソ デ ヰ タモ ノデ、

生乳 ヲ全 然 飲 用 ・:ZR.コbノ 無 イ モ ノザ3例 デ ア,レ。X

線 罵 眞 ニ ヨ,レ特 異 性b言 フモ ノノ・見 ラ レナ イ。26例

中 ノ18例 ノ・胃液 中 カ ラ ノ ミ培 養 二成 功 セ リ、 観 察 期

'間中 二死 亡 セ,レ モ ノハ6例 デ ア,レガ 何vモ 全 身 粟 粒

結 核 デ ア,レ、 ・中3例 ノ・5歳 以 下、2例 ノ・15歳 以 下、

1例 ノ・15下 歳 以 上 デ アJV。 年 少 ナ 程 ソ ノ豫 後 ノ悪 イ
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鮎 ハ人 型 縞 核 菌 二於 ケ,レ感 染1・同 梯 デ アル.

(有 馬 内科 金 井 抄)

硅 肺 呂就 テ

P.Heffernun.M.D.:WhatisSilicosis?(Tubercle,

June.1935)

抄録 不 適。

「サ ナ トリウム 」(7メ リカ)呂 於 ケ ル 氣 胸 成績

A.Peter:ResultofArtificialPneumothoraxin

AmericanSanatoria.(Tuberele,June.1935)

1915ヨ リ28年 二到'レ間 、 畏 期 二亙 ツ テ氣 胸 ノ成 績 二

就 イ テ戴 察 ンテ ヰ'レ。 コ ノ裁 察 ヲ爲 ジ得 タ モ ノノ・18

/institntionヨ リ築 ツ タ396人 デ アJV。 男 女 ノ比 ハ

1:2デ ア,レ。 年 齢 的 ・数 果 差 異 ・・認 メ ナ カ ツ タ。約15

年 間 二於 ケ'レ氣 胸 患 者 デ 調 査 ヲ爲 シ 得 タ範 園 二於 テ

ノ・700。 ノ・存 命 中 デ ア ル ソ ンテ 警ノ・作 業 ヲ爲 シ得,レ状

態 ニ ア,レ.(有 馬 内 科 金 井 抄)

塵肺 卜悪性 疾 患

PneumonoconiosisandMalignantDisease.

(Tubercle,June1935.)

塵 肺 ト肺 結 核 ト ノ 關 係 二 就 テ ノ・以 前 ヨ リ注 目サ レ研

究 サ レテ キ'レ。最 近 ・・塵肺 ト悪 性 疾 患 殊 二悪 性 腫 瘍 ト
の

ノ關 係 が注 目 サ レ出 シテ ヰJレ、摩 肺 ノ上 二駿 ・Yタ原 壁

性 肺 臓 癌 ヲ報 告 セJレll家 ヲ紹 介 シ、 殊 二Allienノ 報

告 セJレ2例 ノ 細 氣管 枝 性 癌 ・・興 味 深 キ モ ノナ ル ヲ指

摘 セ リ。(有 馬 内科 金井 抄)

隔 離 法 ニ ヨル 小 見 期 結 核 ノ豫 防

G.GregoeyKayne,MD.:ThePreventionofTu・

berculosisinChildhoodbyMethodsofSeparation.

(Tubercle,July,August,September.1935)

結 核 ノ螢 生 二就 イ テ ・・遺 億 的 叉 ・・胎 内感 染 等 ガ比 較

的輕 硯 サ レ テ接 鵤 感 染 ・重 要覗 サ レテ ヰ ル 現 在 二於

テ ・・父 母 が 開 放 性 結 核 ノ場 合 ・・可 及 的 速 力 二小 見 ヲ

隔離 シテ保 育 ス,レ力 法 が ヨ イ。佛 蘭西 二於 テ現 二壁 蓮

シ ツ ・ア,レコ ノ隔 離 方 法 二就 テ、 ソ ノ適 感 並 二成 績 二

就 テ報 告 ス。(有 馬 内 科 金 非 抄)

生 後15歳 以 内 ノ小 見 肺結 核84例 二就 イテ

J.R.Bea1.M.D.:ASeriesofEighty-fourCases

ofPulmonaryTuberculosisinChildrenAgedO-15

Years.(Tubercle,July.)

2ケ 年 牛 二於 ケ]vZi者 ノ 結 核 相 談 所 二於 ケ,レ経験 デ

アル。 女 子44名 、男 子40名 デ ア,レ。 結 核 菌 陽 性 卒 ノ・

女 子40.9%、 男 子20%デ ア,レ。 全 数 ・28.5ク6・ ・感
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染 系 蹄 ガ明 ラ カデ ア'レ。荊 型 二就 テ ハ(1)織 維 紫 性 乾

酪 性 が41例 、(2)穫 潤 型 が22例 、(3)浸 出性 肋 膜 炎

b'17例 、(4)肺 門納 核'・最 少 徽 ノ4例 デ ア'レ。

(有 馬 内科 金 井 抄)

左 胸 腔 氣胸 呂 績 勲 セ ル リー ペ ル マ イ ス テ ル 氏症

候 群 ヲ呈 セ ル例 昌就 テ

A.WoodSmith:ACa6eofExhil)ittingLiel⊃ermei・

ster'sSyndrome,FollowingonAirFilEing{'fthe

LeftPleuralCavity.(Tubercle,July.㍉

ウ ヰー ン ノノイ マ ン ノク リニ ー 〃 二 於 テ 維験 セ'レ男

子25歳 ノ結 核 患K'ノ 人1二無胸 二際 ンテ 第3同 圓 ノ氣

胸 時 二初 壁 ・yテ後 更 二1回 ノ「シヨッ・・」梯 ノ人 班 不 省

ヲ來 シタ、何 レモ陽 歴 ヲ以 テ氣 胸 セ,レ時 デ アル 終 魅+

16及+20ノ 場合 デ 無 胸 絡 了 後 極 メテ 短 時 間 内 二起

ツ テ キ'レ、 何 レ ノ場 合 ニ モ約30分 間 ノ後 二・・篭 醒 ジ

テ ヰル 、注 意 ス ベ キ ハ右 側 ノ上 肢 、 右側 ノ ト肢 二運 動

麻 癖 ヲー 時 的 二來 シタ コ ト.更 二舌 ・左 側 牛面 二貧 血

ヲ示 シタ コ トデ ア'レ、コ レノ・脳純 二氣 泡 二依'レ鵬 栓 塞

卜速噺 ス'レコ トヲ容 サ レナ イ。(有 馬 内科 金 井抄)

結 核 過 敏 症 ト冤 疫 力 トノ關 係 呂就 テ

F.N.Pottonger:TheRelationofAllergyto

Immunity.(Tubercle,July.)

結 核 二於 ケ'レ過 敏 症 ノ・時 二 破 壊 的 二 作 用 ス ル コ トモ

ア'レが大 盟 ノ・防 禦 作 用 ヲ示 ス モ ノデ ア'レ、 從 ツ テ 「ソ

ベ ァレク リ ソ」ハ適 當 ナ ル場 合 二 於 テ ・・療 法 トシテ 役立

ツ過 敏 症 ザ減 退 ス ル 時 ・・病 機 ノ 進 行 ヲ示 ス コ ト・・吾

々臨 殊 上 経 験 ス ル コ トデ ア'レ。(有 馬 内科 金 井 抄)

不 完 全 気 胸 二就 テ

A.J。SeottPinchin:Theincomp且etePneumothorax.

Thec"geoflntornalPneumolysis,(Tub(.rcl,e,

August.)

初 期穫 潤 尊 ノ場 合,ソ ノ範園 が極 ノ テ狭 イ場 合 二於 テ

・・先 ヅ安鯉 ニ ヴテ 外 科 的 手技 ヲ 施 サ ズ ヴテ ソノ純 過

ヲ見 ル ト∠iフ 考ヘ ニ著 者 ハ反 針 ス ル,空 洞 形 戊 等 昌`

リ テ億 著 が起 リ後 ノ無胸 ヲ妨 ゲ'レ カ ラデ ア'レb早 期 ヨ

リ極 メ テ積 橘 的 へ 完 金 鋤 ヲ スル コ トガ望 マ シ イ・
　

Pneum・lysisト 甘 フ 梯 ナ コb・lva,JMntスtw必 ■ ガ

ナ イ.無 胸 ・齎 徽 梁 ・禰 々 ・危 陰 ヤ,偶 嚢 的合 併 症

ヲ補 ツ テ脚 力・ア〃。(有 馬 内科 金 井抄)

肺 結 核 患 者 ノ結 婚 問題 二 就 テ

G.Shrikh註nd6:TheQuestionofMarriagelnI'ul-

monaryTuberculosis.(Tubercle,August.)

結 婚 期 二於 ケ'レ 男 女 ノ 結 核 ガ 多 イ)1・ ガ コ ノngH=・

重 要性 ヲ與 へ'レ。三 ツ ・立場 ヨ リ考 察 ス ベ キ デ ア ル、

(1)健 康 ナ相r・;一及 ボ ス影 響 、(2)生 レテ來 ル 子 供 二

射 ス'レ危 陰 、(3)患 者 自均 二封 スivk;響 二就 テ デ アpv・

杜 曾 的叉 ハ輝 濟 的 ナ要 約 モ 影 響 が ア ル ガ 殊 二女 性 ガ

活 動 性 結 核 デ ア ル場 合 ・・極 力 結 婚 ノ・避 ケ ル ザ ヨイ.結

核 雨 親 ノ間 ノ子 女 ・・隔 離 ス ル 方 法 トB・C・G接 種 ニ ヨ

フレ豫 防 ヲ極 力 考 慮 ス,レ必 要 が ア'レ。侑 馬 内科 金 井 抄)

油 胸 療 法 ノ限界 二就 テ

L.Opengame:TheLimitationsofOleothorax.

(Tubercle,August.)

種 々ナ'レ人 工 氣胸 ノ合 併 症 叉 ハ 完 全 ナ'レ敏胸 不能 ノ

時 二於 テ ・ミ油 胸 ハス ベ キ モ ノデ ア ル。

(有 馬 内科 金 井抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

海 猿 ノ血 清 及 ビ 組 織 「カ ル シ ウ ム」二及 ボ ス 副 甲

状 腺 「ホ ルモ ン」及 ビ結 核 ノ影 響

GeoffryChallenLinder:Theeffectofparathyreoid

hormoneapdoftuberculosisontheserumandtissue

calciumofgUineapigs(BiochemicalJournalVol.29,

No.9,1935)

若=者 ノ・健 康 ナ ル 海 猿 及 ビ 結 核 海猿 二封 スル 副 甲}伏腺

「ホ ルモ ソ」、「加 レシウ ム」量 二封 ス ル影 響 ヲ比 較研 究

セ ン が爲 、 實験 動 物 ノ海 猿 ヲ1)150-200瓦 健 康海

猿 、2)健 康海 猿 二副 甲状 腺 「ホ ルモ ソ」ヲ與 ヘ タ ル モ

ノ、3?結 核 海 瞑 、1ノ 結 核 海 猿 二副 甲状 腺 「ホ ル モ ン」

ヲ奥 ヘ タ'レモ ノ ノ4群 二 分 チ、 使 用 スベ キ 副 甲状 腺

「ホル モ ン」ハEliLilly會 杜製Parathormoneヲ 選

ビ、 第1日 二2・ソ ノ15軍.位 、 第2日 ニハ25軍 位 、第

3日 一 ・・35輩 位、 第4日 二 ・・50軍 位 ヲ輿 へ 、實 験 開

始後50H目 二殺 シテ、 血 清 、膿 、骨.肝 臓 ノ「カル シ ウ
9

ム」量 ヲ測 定 シ タ、

ソノ結 果 ハ次 ノ様 デ ア ル。

1)血 清 「加 レシ ウム」量 ・・健 康 海 猿 二於 テ ハ副 甲状 腺

「ホ ル モ ン」ヲ與 ヘ ル コ トニ ヨ リ多少 墳 加 ス ル が
、統 計
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學 的 二意 味 アlV程 ノ」魯加 ハ シナ イ。

結 核 海瞑 二於 テ ハ 副 甲 状 腺 「ホ ル モ}」 ヲ與 ヘ ル璃 ニ

ヨ ツ テ可 成 リ ノ「カル シ ウ ム」量増 加 ヲ見 ル。

2)上 記4群 ニ ツ イ テ骨 ・晩 石 灰 度 ヲ比 較 ス,レニ.何

レモ殆 ソ ド差 異 ヲ認 メ ナ{。

3)旛 「カ,レ シウ ム」量 ハ随 康 海 魂{二 於 テ ハ副 甲状 腺 ノ

「ホル モ ソ」投 奥 二 笥 ツテ殆 ソ ド影 響 ヲ受 ケ ナ イ ガ
、結

核 海 猿 二 於 テ ハ 副 甲状 腺 「ホ ル モ ン」 ヲ輿 ヘ タ群 二著

明 ノ「カル シ ウ ム」ノ培 量 ヲ見 ル。

4)肝 臓1加 レ・yウム」量 ハ 健 康 海狽 二 於 テ ハ副 甲 状 腺

「ホ ル モ ン」ノ投 剣 ニ ョ ツテ 「加 レシウ3・」量 ヲ増 加 一・・

pV。 結 核 海 瞑 二於 テ ハ 唯 翠 二 結 核 二 感 染 セ シ メタ事

ニ ヨ ツ テ 「カ ル シウ ム」量 ヲ増加 シ、 更 二副 甲 状 腺 「ホ

ル モ ン」ヲ投 與 シ タ場 合 ハ著 明 二培 量 スル。

傳 研 柳 澤 抄)

「力 ロテ イ ノイ ド」及 ビ 「ビ タ ミ ンA」 二封 ス ル微

生 物 ノ關 係

Zl.Mycobecteriurnphleiニ ヨ ル 「力 ロテ イ ノイ

ド」ノ産 生

Ma町A.IngrahamandHarrySteenbock:Therela.

tionofMicroorganisrnstoCarotenoidsandVita・

minAII.TheprOductionofCarotenoidsbyMyco・

bacteriumphlei(Biochemica口oumalVol.29,No.

11,1935)

「カ ロ テ イノ 什 」色 素 ノ 化學 的 方 面 二 關 シテ ノ・可 成

リ ノ研 究 が行 ・・レテ ヰ ル が、ソ ノ色 素 ノ産 生 叉 ・・ソ ノ

色素 ノ細胞 内二 於 ケ ル 役 割 卜云 フ 事 二關 シテ ・・全 然

研究 サvテ ヰ ナ イ。1934年Ingraham及 ビBaumann

・・多 ク ノ細 菌 ガ 「カ ロテ イ ソ」ヲ合 成 ス ル 事 ガ 出來 ル

b報 告 シタ カ'、著 者 等 ・・Mycobacteriumphleiニ ソ

イテ 更 二 深 グ カ ロテ イ ン」及 ビ コ レニ 關 聯 シタ色 素

一ソ イ テ研 究 ヲ行 ツ タ。

先 ヅMycobacteriumphleiノ 色 素 産 生 二影 響 ヲ與 へ

lV種 々 ノ因子 ヲ調 べ)vE二 、:一人 工 培 地 、 葡萄 糖 「ア ス

パ ラ ギ ン」培 地 ヲ使 用 セ ル ニ、 コ ノ.培地 上 デ ・・色 素 産

生 ノ・比 較 的少 イ。 コ ノ培 地 二於 テK● 叉 ノ・(PO,),"ノ

濃 度 ヲ低 〃ス,レ ト色 素 産 生 ハ 培 加 シ テ來 ル。匂 レニ反

シテ鐵 唖 ソ 膿 度 ヲ 高 メ ル ト却 ツ テ 色 素 産 生 ヲ抑 制 ス

,レヤ ウニ 見 エ ル。叉 培 養 基 中 ノ葡 萄 椿 ヲワ'リ セ リン」

トカへ'レ ト色 素 産 生 が非 常 ニ ヨ 〃+Jt/。 葡萄 糖 ヲ「グ

リセ リ ン」1・カヘ タ培 養 基 デ ノ・K● ノ濃 度 ノ影 響 ノ・ナ

イ ザ、 燐 酸 顔 、鐵 聴 及 ビ銅 唖 ハ同様 二色 素 産 生 ヲ減 少

録 eo1'

7・JV.「 ア'レコー'レJ,`e'IJコ ー'レ」,糖「ア'レコー'VJv

酸 蝋 及 ビ他 ノ 炭 素 化 令 物 モ 亦 色 素 産 生 ヲ良 好 ニ ス,レ

b'、 「ア ス'・ うギ 」ヲ過 剰 二加^リ レ時 ニ へ 細 菌 ・・向

家 溶 解 ヲ才 コ シ、「カ ロテ イ ノイ ド」・・破 壊 サ レル モ ノ

デ アIV,iア ス・eラギ ンJ・ 代 リニ、「ア ンモ 三 ア禰 .

尿 氣 嘱 プ トン」ス ー他 鷹.農 原 ヲ加 ヘ テ モ,培 養 基

ノpHサ ヘ ヨ 〃修 正 サ レテ贋 レパ
.色 素 産 生 二 ・・何

等 影 響v及trサ ナ ィ。 然 シ ナ が ラ、 若 シモpHh'8.6

以 上 ニ ナ,レヤ ウ ナ場合 が ア'レナ う、細 菌 ハ 決 ンテ ヨ〃

色 素 ヲ産 出 スルt/7'ハ ナ イ。1ヱ チ レー ン」及 ビ「ナ

1・リウ ム」、1リ 千 ウム 」、 「カ'レチ ウム」、「マ ク●ネ ヴ ウ

2・J、1セ リウムJ等 ノ轍 類 、 酸化 還 元電 位.光 線 、 温

度 等 ・・色 素産 生 二特 別 ノ影 響 ヲ及 ポ サ ナ イ。

葡 萄 糖 或 ヒ ・・燐 酸 鞭 ノ 濃 度 が 解 糖 作 用 ヲ制 限 シテ ヰ

ル場 合 、叉 ハ「グ リセ リソ,ノ 入 ッタ培 地 デ 獲 育 シ始 メ

タ頭 部 ニ ハ、Mycobacteriumphleiノ ・「ア スパ ラ ギ ン」

ヲ分解 シ テ 「ア ソモ ニヤ」 ヲ出 シ、 ソ レニ ヨ リ培 地 ハ

「ア'レカ リ」性 二傾 〃 モ ノ デ ア ル
。Kが ナ{場 合 二 ・・、

骸 育 ハ抑 制 サ レル が、細 菌 ノ酸 素 消饗 叉 ノ・解 糖 作用 ノ・

行 ・・レ テヰ,レ。鐡 鞭 叉 ハ銅 盤 ノ存 在 デ壁 育 シタ細 菌 ・・

沃 度加 里 ヲ沃 度 二酸 化 ス ル事 が 出來 ル。.

Mycohacteriumphleiノ 産 生 スル 色素 二2・αcarotene,

体carotene,Kryptoxanthin,1utein/ester,Zeaxanthin.

azafrinが アJV事 が明 カデ ア ツテ、 色 素 産 生 が良 好 ナ

場 合 デ モ必 ズ シモ上 記 色 素 が 堆 加 ス ル トハ 限 ラナ イ。

「フチ オ コ ー ル」ト ヨ 〃 似 ター一色 素 が 「グ リセ リソ」及

ビ 「グ リコー'レ」ノ存 在 二於 テ、色 素 産 生 が培 加 シタ場

合 二 ・・出現 スル。コ ノ色 素 ハ細 菌 ノ向解 作 用 が起'レ 前

二最 た量 二達 スル 「カ ロ テ イノ イ ト轡 ノ・異 ツ テ、細 菌

が全 部 完全 二 向解7・'レ マ デ ソ ノ 絶i野量 ヲ塘 加 ス ルヤ ,

ウニ 恕、ノ・レル。(傳 研 柳 澤 抄

急 性 關 節 「ロイ マチ ス」 ノ根 本 條 件 トシ テ ノ結 楼

感 染

C.Reitter:Dietuberkul6seInfektionalsGrundbe.

dingungdesakutenGelenkrheumatismus.、'Zentra-

lblattftirinnereMedizin.56Jahrg.Nr.21S.449-

455,1935ノ

急 性 關 節 「ロ イ?チ ス」が 傳 染 病7'ア ラ ウblフ 事 ・v

現 在 疑 フ モ ノ ノナ イ状 態 デ ア リ、ソ ノ結核 トノ關 係 モ

種 々二論 ジ ラ レ テ キ テ ヰ'レ。JX:者 ノ・1928年 コ ノ疾 患

ヲ結 核 二於 ケ'レTuberkulinhyperergieノ 時 期b關 係 一

ヲ結 ビ ツ ケ 〃。此 ノ立 場 力 ラ先 ヅ關 節 腔 内 ノ滲 出 液 ヨ
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η結 核 菌 ヲ槍 出 ン 目 ウ トシタ が、動物 賀鵬 二於 テ鍛 同

成 功 ・yPtノ ミfVア ツ タ。1930SrLδwenstein二 曽 リ

彼 ノ流 血 中 ノ結 核 菌 培 養 法 が公 ニ サ しテ 以來 、該 法 ヲ

用 ヒ、199例(894回)ノ 「口」患 者 二 於 ケ ノレ検 血 二於 テ

137回 培 養 ス,レ事 が出來u。 ソ ノ検 血 時 期 ハ臓病ll隻期

二行 つ事 ガ必 嬰 ヂ ア ツ タ。是 導 ノ事 實 ハ諸學 者 ニ ヨ リ

池 試 サ レ確 置 サ レテ ヰ,レ。

叉 是 等 ノ事 實 カ ラ 結 核 菌血 症1・ 翼粒 結 核1・ ハ 同慧 味

ノモ ・デ ナ 〃.叉 結 核 薗 が何 等 ノ反 慮 ヲホ サ ズ シテ組

織 中 二在 リ ウ,レ事 モ否 定 出來 ナ 〃ナ ッ タ。結 核 菌 が如

何 ナ ル現 象 ヲ 遮 起 ス,レカ バ 結 核 菌 自 均1・ ソ ノ宿1上 タ

,レ個 膿 トニ ヨ'レモ ノデ ア ル。多 腰性 關 節 炎 ノ組 織 學 的

所 見 ハallergischesGewebe二 於 テ、 破 壇 サ レi」Jレ

結 核 菌 カ ラ生 ジタ'レ物 質 ノ作 用 ノ表 現 ト彦 ヘ ラ レ,レ。

ellチ1種 ノ「ツ ベ ル 〃 リン」作 用 デ アル。 コッホ ニ ヨ リ

テ輿 エ ラ レタ ル 「ツ ベ'レ ク リ ソ」・・將來 コ ノ力 面 ノ研

究 二甚 タ有 爲 ナ ♪レモ ノ トナ,レ ノデ ア ラ ウ。

・勝 沼 内科 日比 野 抄)

看護 婦 二 於 ケ ル 結 核 感 染

H.Kramer:SchwesterinfektionvndTuberkulose

(ZentralblattfOrinnereMedizin.56Jahrg.Nr.26

S.546-554,1935).

看 護 婦 二於 ケ ル結 核 ・・、切感 染 結 核 ニ シ ロ、 戊 人 結 核

ニ シ ロ、共 二職 業 病 ト シテ考 慮 ス ペ キ モ ノデ ア ル。 成

人 結 核 が内 因性 ノ モ ノデ ア,レカ、外 因 性 ノモ ノデ ア'レ

カノ・種 々議 論 が ア ノレが、相 當 ノ数 二於 テ外 因 性 ノモ ノ

ガ ア'レ事 ハ 疑 ヘ ナ イ 事 實 デ ア'レ。 我 々ノ病 院 二於 テ

モ、結 核 部 門 ヲ措 任 セ'レ看 護 婦 ハ他 ノ部 門 二比 シテ大

キ ナ割 合 二結 核 二罹 患 勾 レ。而 モ結 核 部 門 ノ看 護 婦 ・・

特 ニ ソ ノ衛 生 條 件 ノ・考 慮 サ レテ ヰ ル ノデ ア,レ。Kre・

uzer・ ・i);2べ'レク リ ソ」反 晦 陰 性 ノ モ ノ、遺 傳 的 二結 核

ト關 係 ヲ有 シ テ ヰ,レモ ノ ノ・結 核 臨 肱 ノ看 護 者 タ,レ事

ヲ避 ケ'レベ キ デ アlvト 逃 べ、Braeuningノ ・治療 ヲ要

シナ イ程 度 ノ 結 核 患 蕎 ヲ 看 護 者 ト シ テ探用 ス ペ キデ

ア,レ ト述 べ テヰ ノレ。後 者 ノ所 説 ・・實 行 上 一般 二不 可 能

ナ 事 デ ア リ、余 等 ノ・前 者 ノ所 読 ノ如 ク ナ シタ ケ レ ドモ

尚 多歎 ノ結 核 罹 患 者 ヲ見 タ。 現 在 二 於 テ ハ余 等 ハ25

歳 以上 ノ「ソ ベ'レ グ リン」反 慮 陽性 デ、遺 傳 的 二結 核 二

關 係 ノナ イモ ノヲ揮 ンデ、結 核 臨 抹 ノ看 護 婦 タ ラ シメ

テ ヰ ル。 ヵ ク シタ トコ ロ、結 核 ノ罹 患 率 ノ・甚 ダ減 少 シ

テ キ タ。(勝 沼 内科 日比 野 抄)

若 年 者 二 於 ケ ル 汎 襲 性 腺 結 核 症 及 ビOstitis

録 【第14巻

tub●rculo餓mu1Iipb竃cy6¢oidG8ノ 臨 淋 昌 就 イ テ

GreteKatZenstein:BeitragzurKlinikdergenera・

litier'tenDrtSsentu}}erkuloseundderOstitistuber・

`・ulosamultiplexc・ystoides(JOngling・)(ZentralbRatt

fUrinner{・Medi/.in,56.Jahrg,Nr.27S.561-567,

1935)

Ostitistul)(・r(rulosamultiPlex`・y5toid`・8ヲ 作^'レ14

歳 ノ少 女 二 於 ケ ル 汎 倣 性 腺結 核 症1'21例 ヲ記 載 シ次

・如 〃逃 ベ テ ヰ'レ。該疾 患 ノ慢 性 二絶 過 ス'レ場 合 ・・一

般 二豫 後 ノ・良 好 ト思 惟 セ ラ レ'レカ㌔ 腺 感 染 ノ・屡 竃再 犠

ヲ繰 リ返 ヘ シー治癒 ニ ハ数年 ヲ要 スル モ ノデ ア ル。 シ

カ ジ骨 ノ愛 化 ノ・再 ビ元 ノ横 ニ ハリ`ラナ イ。

著 者 ハ 著者 ノ例 が 向然 恢 復 ノ傾 向 ヲ トツ タ ノデ 、諸 種

ノ治 療 丞段(無 食 輯 療 法 、 砒 紫療 法、開放 空 氣療 法)ノ

数 果 ノ判 定 ハ困 難 ヂ ア'レ ト遠 ベ テ ヰ'レ。

「勝 沼 内科 日比 野 抄)

糖 尿 病 卜結 核 、 及 ビ ソ ノ治 療 二 就 イテ

」.Leitner:DiabetesundTuberculosemitbesonderer

BerUcksichtigungderTherapie.(Zentralblattfiir

innereMedizin.56Jahrg.Nr.31.S.625-634,1935)

結 核 ト糖 尿病 ハ屡 ζ合 併 症 トゾテ ク ル モ ノデ、 ソ ノ際

多 ワ・・糖 尿病 が一 次 的 疾 患 デ ア'レ。雨疾 患 ノ・オ互 二不

利 二働 キ、特 二結 核 ・・悪 化 櫨Jく7・,レ傾 キ ガ アル。 ソ ノ

原 周 ・・血 糖 量 ノ高 イ タ メデ ・・ナ 〃、 細 胞 ノ「グ リコー

ゲ ン」最 ・欲 乏 ニ ヨ ル組織 ・!抵抗 力 ノ低 下 ニ ヨ,レモ ノ

デ ア'レ。豫 後 ハ以 前 ・・不 良 トサ レテ キタ ガ、 近 時 ・・種

種 ノ新 シイ治 療 法 ノ晦 用 ニ ヨ リ段 々良 〃ナ ツ テ キ タ。

糖 尿病 二於 ケ ル 物 質代 謝 障 碍 ニ ハ 適 雷 ナ 食餌 寮 法 ト

必 要+場 合 二 ・・Insulinヲ 用 ヒ ・レ(Synthalin療 法 ・・

数 例 二 於 テ数 果 ノ疑 問 ・場合 が ア ツ抑 。 叉 結 核 ニ ハ

虚脱 療 法 ヲ用 ヒ,レ ト有 利 デ ア ル。糖 尿 病 二於 ケ,レ結 核

ノ封 慮 策 ・・時 期 ヲ失 セ ズ 結 核 ヲ獲 見 ス ル コ トデ ア ル。

帥 チ結 核 ヲ 早期 二獲 見 勺 レコ トデ ァ ッ テ、コ ノ爲 ニ ノ・

ス ペ テ ノ糖 尿病 患 蕎 ・・一 定 ノ期 間 毎 二,と線 ニ ヨ リ検

査 サ レ ル必 要 が ア ル.(勝 沼 内科 日比 野 抄 ノ

肺 結 核 患 者 二於 ケ ル ウ エル ト〔マ ン氏 笈 窟 及 ビ其

ノー==ノ 補 助 診 蜥 法 二就 イ テ

蜂 谷 道 彦、111中 英 、 長 野 噸:(日 本 内科 學 會 雑 誇..第

23巻 、 第7號)

著 者等 ノ・岡lk稻 田 内科 肺 結 核 患 者45名 並 二健 康 人14

名 計59名 二就 キ ウr」と トマ ン氏 考案 ニナJV血 清 盤 化

石 灰 加 凝 固 反慮91同 施行 シ次1實 験 成 績 ヲ得 タ リ。
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健 康人 完 全凝 固 帯 ノ0.5%迄 ア ラバ レ シモ ノ13例 、

0・4%迄 ア ラ ノ・v・Y・E/11例 、不 完 全凝 固 帯 ノ0.2%

迄 ア ラノ・レ シモ ノ13例 、輕症 結 核15例 二於 テ完 全凝

固 帯0・6%』 迄 ア ラ ・・vyptモ211例 、0.7㌔ 迄 ア ラ

バv・yモ ノ3例 、 正 常 圏 内 ノモ ノ1例 、不 完 全凝 固 帯

・・0・4-O・29s'。 増 殖 性 肺 結 核5例 二 於 テ完 全凝 固 幣

ノ0・7篤 迄 ア ラ ワ レ シモ ノ3例 、(1.5駕 迄 ア ラ リv・/

モ ノ2例 、 不 完 全 凝 固 帯 ノ・0.3-0.2e% 。 滲 出性 肺結

核13例 二於 テ完 全 凝 固 帯 ノ0.7●CI。J迄ア ラ リ レ シ モ ノ

7例 、0.8%迄 ア ラ ・・レ シモ ノ3例 、0.6%迄 ア ラバ

v・yモ ノ2例 、0.9%迄 ア ラ バ レ シ モ ノ1例 、 不 完 全

凝 固 帯 ・・0.5--0.3%。 混 合 型 肺 結 核8例 二於 テ完 金

凝 固 帯0.8%迄 ア ラ ノ・レ シモ ノ4例 、 各2例 ・・0.7及

0.6%ニ シテ、 不 完全 凝 固帯 ・・{).4-O.25%、 滲 出性

肋 膜 炎4例 中 完 金凝 固帯 ノ0.7%迄 ア ラノ・レ シモ ノ2

例 、0.8及0.9%各1例 。i普 者 等 ハ赤血 球 沈 降 速 度趾

二血球 像 ヲ併 セ検 査 シ相 互關 係 ヲ 考 察 シ 次 ノ結 論 ヲ

得 タ リ。(1)ウ エJVト マ ソ氏 反 慮 二使 用 ス 可 キ顧 化 石

灰 液 ・・豫 メ健 康 者 ノ 血清 ヲ以 テ 正 常 ナ ル 凝 固 帯 ヲ決

定 シ置 〃必 要 ア リ。(2)健 康 者 血 清 二於 ケlv凝 固帯 ノ

移 動 ハ性 別 二 無 關 係 二 ・yテ(3)輕 症 肺 結 核 及 ビ増 殖

性 肺結 核 患 者 二 於 ケ ル 凝 固 帯 ハ 正 常 ナ ル カ若 ク・・稽

々短縮 シ 滲 出性 肺 核 蚊 一 滲 出性 肋膜 炎 二於 ケ ルモ ・

・・著 シ ク短 縮 セ リ。就 中混 合 型 肺 結 核 二於 ケ ル短 縮 ・・

最 モ著 明 ナ リ、(4)ウ エ'レt'マ ン氏 反 磨 二於 ケ ル凝 固

帯 ノ移 動 ノ・赤 血球 沈 降 速 度 ノ堰 減 ト粗半 行 セ ズ。(5)

ウエ'レ トマ ン氏 反 磨 ノ・膿 温 ノ高 低 ニ ヨ リ影 響 ヲ蒙 ラ

ザル モ ノ ・如 ・y,t6)同 一 患 者 ニ テ短 期 間 ノ間 隔 ヲ置

き反覆 行 ヘ ル ウ手 叱 ト■ と氏 反 懸 ノ 状 態 ハ 臨 脈 上 自

舜 的蚊 二他 畳 的 ノ 墾 化 ヲ認 メ ザ ル ニ 拘 ラ フご凝 固 帯 二

著 シキ移 動 ヲ來 タス コ トア リ,(7)ウ エ ル トマ ソ反 感

血 液 像 ノ愛 化 及 ぜ 赤血 球 沈 降 速 度 ノ測 定 法 ・・何 レモ

豫 後 朔 定 上 債 値 ア リ ト認 ム。(δ)肋 膜 内 皮 細 胞 腫及 ビ

肺 壊 疽 患 者 二 於 テ モ 亦 本 反 感 ノ凝 固 帯 ノ・左 側 移 動 ヲ

示 ス。(窒 北 密 院 内科 瀬 戸 山抄)

肺 結 核 患 者 ノ血 璽 卜脈搏 及 ビ ソ ノ動揺 二 就 テ

川 島 奏 男:(日 本 内科 學 會 雑 誌.第23巻 、第7號 及 第

8號)

著 者 ハ昭 和9年8刀 ヨ リ9月 二亙 リ肺 結 核 患 者54名

二就 キ毎 日午 前6時 、正 午 、午 後6時 午 後10時 ノ4同

ヲ期 シ1名 當 リ4日 間連 績 、血 歴 及 ビ脈 撞 ヲ計 測 シ ソ

ノ 時 間 的 動 揺 逐 日的動 樒 ヲ求 メ、雨 者 ノ相 互 的 關 係 及

録 鵬

ピ之 ト艦 質 榮 養 欄 温 赤血 球 沈 降 速 度、赤 血 球 数、 血 色

素 駄 白血 球 凱 血 液 甑 大 谷 氏 血 液 喰 菌 現 鼠 喀

媛 量 及 菌 肚、病 側 別 、 臨 休 上 ノ現 症 及豫 後 等 ト ノ聞 係

ヲ探 索 ン次 ノ結 果 ヲ得 タ リ、ツ'レバ ソ、 ゲ'レハル ト氏

ニ ゴル第 二 、第 三 期 二魁 ス'レ開 放 性 肺 結 核 患 者 ハ ソ ノ

最 高 血爆 一・般 二著 明 二低 下 シ居 リ、 アト均102・6粍 、最

低 血 厭 ・・70粍 代 ノモ ノ大 多 数 ナ リ。版 撞70-80が 大

多 数 ヲ占 ム。(2)血 歴 及 脹 捌レ・午 前6時 最 モ低 〃午 後

6時 最 高 、 夜間 二低 下7・Iv毛 午 後10時 二 ・・獄!r一前6

時 ノ償 二至 ラ フ:。(3)1H中 動 播 甚 シキ順 序 ハ最 高 血

盤 、 脹 座 、脹 搏 ス ワ ソ氏 第 五 貼 ニ シテ ス ワ ン氏 五!鮎 ノ、

最 モ塑 動 セ ザ1)キ 。各 患 者 ノ午 前6時 ノ血 歴 脹 擢 ハ他

ノ時 間 ノ ソ レニ比 ・ylj動 最 ラva・y。(4)開 格 薄 弱 ナ ル

モ ノノ・若 年者 二多 ク血 歴 ノ・僅 二高 ク、動 揺 ノ・著 シ、 脈

搏 ノ・頻 数 ナ リ。(5)榮 養 ノ良 ナJレモ ノ ノ・血 歴 ハ比 較 的

高 ク ジテ、ソノ動 揺 性ve・y。(6)脈 搏 ノ頻 数 ナ)vモ ノ

ハ概 シテ 若年 者 二多 ク、 ソノ血 座 ハ低 ク動 揺 性 二富 ム

(7)髄 温 ノ無・熱或 ハ37.5度 以 上 アilレモ ノ ・・若 年 者 二

多 ク血 歴 低 シ、 コ レニ反 シ微 熱(37-37.5)・ ・肚 年 者

二多 ク 血 歴 比較 的 高 シ、(8)赤 血球 沈 降速 度 ノ中 等

償 ノ上 昇 二從 ヒ血 歴 ノ・下降 シ、 ソノ動 揺脈 揮 籔 ハ墳 加

ス。(9ノ 血 球 数 及 血 色 素 量 ノ 減 少 二從 ヒ血 歴 ノ・低 下

シ脈 搏 数 ・・著 ・yク上 昇 シ血 塵 動 樒度 毛昂 上 ス。(10)白

血 球 数1萬 以 上 二 堆 多 セ ル 者 バ ー般 二若 年 者 二多 〃

概 シテ血 麗 ・・低 シ脈 搏 ノ・頻 数bナ ル。(11)淋 巴 球 ノ減

少 、中 性 多 核 型 白 血球 ノ堪 多 ハ若 年 者 二多 〃 ソノ血 歴

ハ 低 ク脈 搏 数 ハ 多 シ.「エ オ ジ ソ」嗜好 細 胞 ノ鉄 如 ト大

箪 核 細 胞 及 移 行 型1296以 上 、6%以 上 ノ モ ノ・・若 年

者 二多 ク血 歴 低 ク脈 搏 ハ頻 数 ナ リ、中性 嗜 好 細 胞 ノ左

.方 移 動 ノ 甚 シキ モ ノモ 叉 若 年 者 二 多 ク 血 歴 低 ク コ ノ

動 樒 ト脈 搏 数 ハ多 シ。(12)大 谷 氏血 液 喰 菌 現 象 陽 性 李

高 キ モ ノ ハ寧 口壮 年 者 二 多 ク 血 歴 及 ソノ動 揺 度 ・・比

較 的 高 ク脈 捕 ハ正 常 二近 シ、(13)喀 疾 アル モ ノ ハ然 ラ

ザ ル モ ノニ比 シテ 高 年 者 ニ シテ 血 座 低 ク ソ ノ動 樒 強

ク脈 搏 ・・頻 数 ナ リ。(14)喀 疾 中 菌徽 多 キ モ ノ ・・概 シテ

高 年 者 ニ テ血 厘レ・低 ク ソノ 動 揺 脈 搏 数 ノ・共 二多 シ。

(15)胸 部病 側 別 二就 テ血 歴ノ・右 側 、雨 側左 側、 脈搏 ハ

雨 側 右 側 左 側 、血 座 ノ動 鑑 ノ・右 側 左 側 雨 側 ノ順 二低 下

ス。(16)1日4同 測 定 ・ヒ'レ血 歴 ノ最 大 差 異 ヲ動 揺 度b

セバZF均13.5粍 ナ リ。(17)1日4同 ノ血 歴ZF均 値 ヲ

ソ ノ 日ノ血 歴 トシコ レが 逐 日的 動 揺 ノ・極 メ テ 紗 ク弔

均3.5粍 ニ シテ誤 差 ノ範團bモ 認 メ ラVJV程 度 ナ リ・
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(18)死 亡例 ハ 若ll隻者 二多"血 魅 及 ビ ソ ノ 動 嬬 ハ納 竃

嘉 ク脈 脚ミ朕 搏 敬 ノ、品 モ多 シ 岬 症9リ 軍 症 二進 ム ニ ヅ

レ血腿 ハ低 下 ン脹 撞 ハ培 加 ス。(19)111/1喝 均 脹搏 敷

ハ70至 壷!モ ノ多 ク紬 患 者1～均 朕 掠 徽 ハ78.5至 、 ソ

ノ動 撫 度 バー,F均16 .6至 ナ リ。 心 臓 ノ 明 カ ニ小 ナ リ シ

モ ノ11名 、尋 常 ノ モ ノ41名 肥 大 セ ル モ ノ2名
。 第 二

肺 動 版 膏 ・・趣 テ ニ於 テ}槌 匂 レモ ノナ 朔 瓠 鋤 締 ヲ

キ キa,レ モ ノ40`r代 ノ男 子 二1名 ア リタ ル ノ ミ(20)

脹 捕 ノOtlX,・・11-20至 ノモ ノ60・ 。Wt=・yテ 最 モ 多

シ。(盛 北 競 院 内 科瀬 川ll抄)

1レ ン トゲ ン
」還 隔 撮 影 法=依 ル 心 臓 實 大 像 二 就

テ

北 大有 馬 内 科 、 小 田 俊 郎、 貝 谷 勇、 金 ノト進:(日 乍内

科 學S會 雑 誌 第23巻 、 第10號)

筈者 等 ノ・健 康 青 年600名 ノ 胸 部 「レ」遠 隔 撮 影 窺 眞 二

儒 心嚇 ノ聾T肪 形鰍B・ ×L左 右裡比一漸}
、 長 幅 裡 比 百 、 及 ビ傾 斜 角 ・標 準 値 ヲ求 メ、之

ト運 動 家 心臓 、 高 血 厭 心臓 、 肺 結 核 心 臓 ヲ 比 較 シ タ

ル が

軽 症 肺 結 核50名 ニ テ ノ・心臓 大 サ ノ・開 重 ト ノ相 關 ヲ顧

慮 ス ル時 ハ健 康例1・i著 シ キ 墾 化 ナ ケ レ共 左右 比 小 サ ・

ク、 傾 斜 角 大 ナ リ、 重 症20名 ニ テ ノ・横 裡 ハ 著 シ ク小

ナ レ共 方形 面 積 ・・差 著 明 ナ ラ ズ。 左 右 径 比 ハ小 サ 〃、

傾 斜 角 ハ更 二大 ナ リ。即 チ 方形 ヲ表 現 法 トス ル時 ・・大

罷 饅 重 卜並 行 シテ大 小 ノ愛 化 ヲ示 シ、標準 値 卜大 差 ナ

ケ レ共 、楡 査 ヲ表 現法 トス ル時 ・・病 勢 ノ進 行 ト共 二共

ノ縮 小 著 シ〃 ナ ル、此 際 心 臓 ノ…層 著 明 ナ ル立 位 ヲ取

,レ。(垂 北 將 院 内 科 小 田 抄)

1マ ウス
」ニ ヨル 結 核 冤 疫 實 駿

BrunoBestaundLLenneberg=Tuberculoseimmuni-

sierungsversucheanM5usen.rZeitsch.f.Hyg.u.

Infekt.Krht.S.7.Band117.Heft1 ,1935)

著 者 等 ・・「マ ウス」ノ皮 下 及 ビ 腹 腔 内 二B.C.G.(1/100

mg乃 至2mg)ヲ 、 封 照 ト ンテ ・・、 毒 力 強 キG.A.株

(ilioooon乃 至i/1000Mg)、S.17株(J/100000Mg)、 並 ビニ

「チモ テ」株2mgヲ 前 虞 置 ン タル 後
、1ケ 月乃 至2ヶ

月後 二強 力 ナJレ.牛型 結 核 菌IS.4,S.18,S.17,各 々

11100mg宛)ヲ 該 「マ ウス」ノ静 脹 内 二注 入 シ
、 結 核 死

迄 ノ 日薮 ト ソ ノ 病 憂 トヲ比 較 シ 結 核 免 疫 敷 果 ヲ剣 定

セ リ、 其 ノ結 果 、 結 核 二 抵 抗 強 キ 「マ ウス」ノ・・他 ノ海

摂 、 山羊 、 羊 、家 兎、 猿 等 ガ ー定 ノ人 工 免 疫 附與 可 能

ナ ル ニ反 シ、ソ ノ成 績 ハ 陰性 叉 ノ・少 許 ノ敷 梁 ヲ認 メル

録 【第14巻

二過 ギ ズ1・逃 べ℃ロ ノ事 實 ロ リ シテb先 天 的 二感 染 防

衛 力 ノ峡 ケ タル モ ノ,叉 ・・ソ ノ不 完 全 ナ ル動 物 ニハ、

代 償 機 能 トシテ、 一一程 度 迄 免 疫 成 立 可 能 ナ ル モ、 『マ

ウス1ノ 如 キ モ ノニ ア リテ ハ、 人 工 免 疫 困 難 ナVぺ"/

ト考^タ リ。(漏 ノく微 生物 、 橋 本 抄)

人 ノ結 檎 二於 ケ ル 牛 型 及 ピ人 型 結 核 薗

0.Mttnd`・1undW.Stremppl:D`・rhovin`・undder

humttn(,「E'ypvg・(1c・rTub(.rkelbacillenbeimenschli.

ch(・i・Tu1)`・rkulos`・(ZStrhr.f.IHyg.undEnfetkrh.Bd.

117.Hf.2)

ス イス ノB{・rn二 於 テ 結 核 忠 者 カ ラ シテ200株 ノ結

核 菌 ヲ分 離 ジ テ ソ ノ 菌型 ヲ決 定 シタ 結 果 ヲ報 告 シテ

ヰ ル。 菌型 ノ決 定 方 法 トシテHohn氏Z・ 培 地 上 二

於 ケ ル集 落 ノ性 状 及 ビ 動 物 試験 ヲ 圭 ト ヴテ用 ヒ テ ヲ

ル。而 シテ人 部 分 ノ菌 株 ハ培 地 上 二於 ケ ル性 状 ニ ヨソ

テ人 型 、牛 型 ヲ匪 別 出來 タ が約5%ノ ・雨 者 ノ中間 ノ如

キ状 態 デ 動物 實験 一 ヨ ラ ネ メ 困 難 デ アソ タ ト云 ツ テ

ヲ'レ。 著 者 ノ結 果 ヲ示 セ パ次 ノ如 クデ アル。

鰍 州 人 到 牛 型
一全

数一一;-200…

ノ戊∬瓦「 螂∫
小 ・則8

1-ss「 「i7=コ 硯 砺

ユ三生 一14=8.3タ6

53-37.596

(満 大微 生 物 、 戸 田抄)

高 度 ノ眞 空 歌 態 ノ下 二置 カ レタ ル結 棲 茜 ノ生 躾

TrumanSquirePotter:ThesurvivaloftUbercle

bacillisubjectedtodvacuumofhigharder.tlThe

JoumalofInfectiousDiseases,VoL57No.2,1935)

著 者 ノ・結 核 菌 ヲ長 期 二 亙 リ 高 度 ノ 眞 空 状 態 下 二置 ケ

バ或 ハ其 ・死 滅 ヲ招來 シ、 其 ノ結 果 、現在 一般 二用 ヒ

ラ レ テ居 ル方 法 二 依 リ得 タ ル 「ワ ク ≠ ソ」 ヨ リモ ヨ リ

高 償 ナ 抗 元 債 ヲ 有 ス'レ 「ワ'クチ ♂」ガ得 ラ レ ル ノ デ ハ

ナ イ カ トノ 著 想 ノ下 二 以 下 違 ベ ル カ●如 キ 實 験 ヲ行 ツ

タ モ ノデ ア,レが共 ノ結 果、所 期 ノ 「ワ ク チ ン」ヲ得 ル コ

トノ・出來 ナ カ ソ タが、02ノ 供 給 ヲ嚴 密 二杜 絶 シテ モ

結 核 菌 ハ 猴 驚 〃可 キ程 生 存 劃 得 ル モ ノナ'レ 事 實 ヲ観

察 シ得 タ ノデ ア ツ タ.

材 料 並 二方 法:鳥 型 結 核 菌6株 ヲ 供 試 シ 共 等 ノ菌 塊

ヲPyrex「 グ ラ ス」管 壁 二移 シ 直 チニ菌 塊 ヲ光 綜 カラ

遮 噺 ンテ管 内 ノ空 氣 ヲ 排 氣 「ポ ン プ」デ12-60時 間 連

績 的 二排 除 シMcCleod眞 空 計 ノ 極 限 二蓬 ス,レカ叉

ハ ソ レ ヲ超 ユ ル程 ノ02稀 薄 状 態 ニ シタ 後 火 招 デ管 ヲ

閉 ザ シ然 ル 後 室 温 乃 至 ハ37。Cノ 暗 所 二保 存 シー 定
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時 日後 二取 リ出 シ テ該 菌 ノ 生死 ヲ 「グ リセ リン」寒 天

上 二培養 ス ル ト同 時 二 鳩 二 解 脈 内接 種 シテ検 査 ス,レ

ノデ ア ル。

爾 或rvft験 二於 テ ハ02ト 強 キ親 和性 ヲ有 ス'レ金周 、

「マ グ ネ ・yユーz,」 ヲPyrex管 二封入 シ テ後 前 同糠 二

排 氣、シテ02ヲ 強 〃消 滅 セ シ メル檬 二努 メ タ。
1實 験1

:島 型 結 核 菌 ヲ高 度 ノ員 空 下 ぐ10臆 氣購 二8

ケ 月 間保 存 シaガ 猴鳩 二進行 性 結 核 症 ヲ起 シf!}タ=

實 験U:前 同檬 ナ)v條 件 ノ 下 二80H間 保 存 シタh'ta

姓 二 兎 二強 キ病 幾 ヲ起 シ得 タ。

實験 皿:Pyrex管 二金 鳩 「マ7'4・ シュー ム」 ヲ封 入 シ前

同 檬 二強 ク排 氣 シ02ヲ 甚 ダ強 ク 消却 ジ タ 状 態 下 二

17-448日 間 保存 シ タ ル ニ 不 拘 尚 培 養 成 績 陽 性 ナ ル ノ

ミナ ラ ズ更 二 「マ ウス 」、 兎 及 ビ 鳩 二 結 核 症 ヲ惹 起 シ

タ。

實験IV:O,・ ヲ強 ワ排 除 ス,レ ノ ミナ ラ ズ、極 度 二乾 燥

賦 態 ニ シ タ管 中 二約3-5ケ 月間 モ保 存 シタ菌 ・・共 ノ

培 養 試験 二於 テ ハ非 常 二豊 富 ナ,レ蟹 育 ヲ示 シ、爾 叉 鳩

ニ モ進 行 性 結 核 症 ヲ起 シタ。

以 上 ノ實験 成 績 ヨ リ、鳥型 結 核 菌 ノ・之 ヲ酸 素 分子 ノ量

ザ測 定 シ得 ナ イ程 少 量 ナ ル 状 態 ノ下 二 長 期 二亙 リ連

績 的 二保 存 ス ル モ 猴 其 ノ 生存 カ ラ 保 持 シ得リレモ ノデ
の

アル ト結論 シテ居ル。(滞 大徽 生物 占部抄)

結楼症 呂於ケ ルWitebsky,Klingenstein及 ビ

Kuhn氏 等結楼補饅結合笈感 ノ動的観察(第1同 報 告)

廣 田剛:(砲 紘病理學血液學雑詰、 第4雀 、第1號 、

1-29頁 、 昭和9年)

Witebsky,Klingenstein及 ビKuhn氏 等 ノー新結核補

盤結 合反態 ニ ヨリ結 核症 ノ動 的診噺 ヲ認 メントシタ.

而 シテ先 ヅ、臨抹 上確責 ナル開放 性結核症 ノ患者、肋

膜炎、腹膜炎、 肺浸潤、骨 結核、 淋巴腺結核症、 生殖

器結 核症 等 ノ患 者、以外 ニワ氏反慮陽性 ノ徽毒患者、

其他各種疾 患患者、健漿者 二就 テ此 ノ反黙 ヲ施行 シ、

此 ノ反庶ザ結核性疾 患 二於テ陽性 率高 ク、特異性 ヲ有

シ、初期結核群 二於 テモ既 二相當高 度 ノ陽性反庶 ヲ呈

スル コ トヲ認 メタ。更 二開放性結 核患者 二就 テ郷過 ヲ

追 ヒテ動 的 二此 ノ反 感 ヲ試 ミタ。即 千一般 二重症結核

症 二於 テ・・強 陽性 ヲ呈ス ル。末期 二於 テハ漸次減弱 シ

死前 二至1!パ 途 二陰性 反磨 ヲ呈 シ、陰性1ア ネ,レギー1

ノ状 態 二入 ル。此 ハ場合赤沈 反磨 モ漸次遅滞 二傾 クガ

Mantoux氏 反感 ノ・之 ヨ リ早期 二、 モツ トモ早 〃陰性

轄 化 ヲ示ス。病勢 が治憲 ノ傾 向 ヲ1・)レ場合 ニハ該反 感

録 鋤

ノ陰 性 榑 化節 チ陽 性 「ア ネル ギー 」化 、及 ビ赤沈 反 旛 ノ

遅 滞 が 先"1オ コ リbManしoux∫ 匂 正噛 ノ陽性 「アa・lvギ

ー1ヘ ノ傾 向 ハ最 モ オ 〃 レル 毛 ノデ ア ル。

(勝 沼 内科 日比 野抄}

結 桟 症 二 於 ケ ルWitebsky,Klingenstein及 ビ

Kuhn氏 等結 穫 補 禮 結 合 友 癒 ノ動 的 號 察(第2同 鵯 告)

廣 川剛:、.臨 殊 病 理 學 血 液 學 雑 誌 、 第4魅 、 第5號 、

361-390頁 、 昭利1011つ

肺纈 ち症 二於 イfltl・期 診噺 ヲ圓 的 トシ、W.K・K・ 反

懸 ヲ行 ツタ。 即 チ 初感 染 結 核 、 淋 巴腺 結 核.早 期 型肺

寝 潤(閉 鍬性)、 結 核性 肋膜 炎、 結 核 性 腹膜 炎 等 ノ内 科

的初 期 結 核 性 疾 患 患 者 二就 テ、動 的輕 過 二從 ヒ テ該 反

懸 ヲ施 行 シ次 ノ結 果 ヲ得 タ。該 反 感 ハ 初感 染 結核 二於

テ ハ 陰性 乃 至疑 似 反 磨 二絡 始 シ、淋 巴 腺結 核、 閉 領 性

早期型 肺浸 潤 ノ40.0%、 結 核 性 肋 膜 炎 ノ51.9T'・ 、結

核 性 腹膜 炎 ノ70.0・6二 於 テ ・・t疾 病 経過 中、 観 察 範

園 内 ノ或 ル時 期 二 於 テ 中等 度 乃 至 弧 陽 性 反 慮 ヲ呈 ン

タ。 一・般 二結 核性 疾 患 疲病 後、或'レ期 間 ヲ経 テW.K・

K.反 磨 ノ陽性 縛 化 ヲ見'レモ ノ デ、 ソ ノ陰 性 期 間 ハ各

個 人 ノ膿 質 、年 齢 、 榮 養 状 態 、 腰 病 部 位 、 病 愛 ノ型 、

病 竈 ノ廣 挾 、蛇 ビニ活 性 度、 病 機 ノ伸 展 度、 合 併 症 ノ

有 無 等 、樋 々1要 約 二依 リテ左 右 セ ラ の レモ ノ デ ア ル

が、 駿病 後通 常2-5ヶ 月 ノ間 二 陽性 轄 化 ヲ示 ス モ ノ

が 多 イ。陽性 轄 化 ノ著 ン 〃遅 延 ス ル場 合 ・・疾 病 経 過 荏

蒋 ト ジテ延 長 シ、榮 養 障 碍 或 ヒバ 老 齢清 耗 ノ患 者 ニテ

・・亦 容 易 二陽 性 反 懸 ヲ示 サ ナ カツ タ。而 シテ此 ノ反 謄i

ハ他 ノ抗 元 ラ川 ヒタ'レ場 合 ヨ リモ ・般 二 高 キ陽 性 率

ト11期 ノ陽性 轄 化 ヲ示 シタ。 爾疾 病 縄 過 二 件u,W・

K.K.反1!":・ 、 赤沈 反 庶 、蛇 ヒ。二Mantoux氏 反 憲 ノ滑

長 ノ相 互 的關 係 ヲ違 ベテ ヰ ルe(勝 沼 内科H比 野 抄)

肺 結 核 症 ノ豫 後 判 定 二 劃 ス ル 補 艘 結 合笈 嬉 知 見

補 遺

寺 西 一・市:(臨 肱 病 理 學 血 液 學 雑 誌 、 第4巻 、 第1號

31-78頁 、 昭 和10年)・
ゐ

肺 結核 症 二封 ス ル 豫 後 剣 定 並 ビ ニ 診 噺 試 験 方 法 トシ

テ、 補 禮 結 合 反 鷹 ヲ280例 二就 イテ試 ミタ。抗 元:・ シ

テ ノ・Besredka,Wassermann,及 ビBoquetu.Nをgre

ノ三 抗 元 二、一・部 自案 改 良 セ;レ三 抗 元 ヲ加 ヘ テ合 計 六

種 ノ抗 元 ト、爾 封 照 試 験 トシテ リ氏 徴 毒 補 饅 結 合反 感

抗 元(加 「コ レス テ ソ」牛 心 「ア'レ コー'レエ キス」)ヲ 縄

テ 自家 作 製 シ、之 ヲ用 ヒテ併 試 實 験 シタ。 而 シテ コ ノ

結 果 ト、他 ノ臨 抹 的 所 見 トき ヨ,レ綜 合 的 剃 定 が結 核 患
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者 ノ纒 過 虻 ビニ 廉 後判 噺 二 封 ス'レ側 直 ヲ瞼 肘 ヴタ'レ

ニ、 翠 一 ノ抗 元 二俄 ラ ズ シ テ,同 時 二敬 租 ノ抗 元 二就

テ補 膿 結合 反 晦 ヲ行 フ場 合 、ソ ノ縞 果 ハ肺納 核 症 ノ豫

後 判断 ノー資 料 タ リウ,レモ ノナル 事 ヲ究 メ得 タ。

(膓 沼 内 科 日比 野抄)

肺 鮪 根 症 呂於 ケ ル 血 清 衰 面 張 力 及 ビ 其 ノ落 薙 二

就 串テ

寺 西 一 市:(臨 肱病 理學 血液 學 雑 誌、 第4巻 、第1號 、

91--96頁 、11tl*ll10{1免)

結 核 症 二就 イテ共 ノ血 清 表 面張 力(臨 殊 晩川 ノ立 場 カ

ラNoUy,ssurfuce:tensionapparatusヲ 探 掃 使 川 シ

タ)。 ト、 併 セ テ赤沈 速 度、 血 色 棄 徹、 赤血 球 数 、 及

ビMeinicke氏 徴 毒 血 清 潤 濁 反 感 等 ヲ橡 測 シ、特 二血

清 表 面 張 力 債測 定 二 際 シテ ノ・,之 レ が 正常 時 及 ビ加

「グ リコ コー,レ
」酸 「ナbリ ユ ー ム」時 二於 ケ ルTirr、e-

drOPヲ 計 測 シタ ル ニ、 共 ノ、槍 索 セ ル結 果 ハ、 肺 結 核

症 ノ経 過 及 ビ豫 後 ヲ覗 フ ノ 資 料 タ リウル ヲ認 知 シタ。

(勝 沼 内科 日比 野 抄)

「肺 結 核 症=於 ケ ル 血 清 表 面 張 力及 ビ其 ノ落 差 二

就 キ テ 」ノ追 加

寺 西 一 市:(臨 肱 病 理 學 血 液 學 雑 誌、 第4巻 、 第9號

847-852頁 、 昭 和10年)

著 者 ハ 同誌 第4巻 第1號 所 載 ・肺 結 核 二於 ケル 血 清 表

面 張 力 及 ビ共 ノ落 差 二就 キ テ」ナ'レ論 者 ノ内容 ナ ル多

数 ノ鍛 字 的 報 告 ヲ拉 二圖 示 シ、 追 加 シテ、理 解 ヲ簡 明

ナ ラ シメ テ ヰ ル。(勝 沼 内 科 日比 野抄)

肺 結 核 患者 二 於 ケ ル 網 歌 織 内被 細 胞 系 統機 能 ノ

動 的 翻 察

岡 田 和雄:(臨 綜病 理 學 血 液 學 雑 誌 、 第4巻 、第2號 、

103-164頁 、 昭 和10年)

肺結 核 患 者 ノ 網 内 系 ノ機 能 ヲ 検 セ ンbシ 、Adler・

Reimann氏 「コ ン ゴ ローb」 法 ヲ 用 ヒタ。 正 常 「コ」係

数 値 ハ 亭 均i65.5(72.9--51.4,。 肺 結 核 患 者 二就 テ ノ・

弔 均72・4(91・5-48.0)ニ シテ 健 康 者 二比 シ網 内系 機

能 ノ・一般 二減 弱 シ、其 ノ動 揺 範 園 モ可 成 振 大 セ ル ヲ知

ツ タ。 圭 トシテ臨 肱 所 見 ヨ リ、重 症 中 等症 輕 症 二分 チ

輕 症 ニ テ ・・該機 能 ノ・健 康 者 二比 シ 幾 分 充 進 歌 態 ニ ア

リ、中等 症 ニ テ ・・輕 度 ノ該 機 能 低 下 或 ヒ バ健 康 動 樒 範

圃 内 ニ ア'レモ ノ多 ク、重 症 ニ テ ノ・機 能 ノ・高 度 二減 退 シ

殆 ソ ド麻 癖 状態 二蓮 セ ル モ ノモ認 メタ。 之 等 ノ内、同

法 施 行 後 副作 用 ヲ弧 ク 示 匂 レモ ノハ 殊 二 共 ノ豫 後 ハ

不 良 ノ如 ク思惟 セ ラ レタ。次 二疾 患 ノ経 過 二從 ツ テ動
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的 二連 績 ジタモノニ於 テ維過 良好 ノ毛 ノハ 常 二係 級

値 ノ・健巌動儒範固 昌ア リ,恢復 二赴 ク ニツ レテリ ー時

綱 内系 ノ機 能κ進 ヲ現 スモノデア'レ.絶過 不良 ノ愚 ノ

ハ病 勢 ノ進行 ト共 二係倣値 ハ次第 二増大 シ.ソ ノ動嬬

範園 毫大 トナ リ.副作用 ノ程度 モ増張 シ,機 能 ハ雀 ヒ

減 退 ン,途 ニハ廊堺 胱態 二蓮 スルモ ノがアル。 死 ノ纏

師 ヲ トリタ'レ例=1於 テ、 死前約1-2ケ 月 二小塵 期 ア

吋 仰 チ係鍛値 ノ下降 期 ノアル ノヲ見ル。

(勝沼内科H比 野抄)

肺結穫息者 二於ケ ル白血球遊 走速度 ノ勘的 測皇

久野馨:(臨 肱病理學血液學雑 誌 第4巷b第4

號、217-240頁 、 昭和10年)

白血球遊走速度 二關 シテ、肺結核 患者 二就 テハPhili-

psbornカ ●僅 二1例 ニッキ言及t/Ybi}lt/ノ ミデアル。

著 者ハPapPenheimノ 方法 ニ ヨリ1茂 倍 ノNeutralrot

超生艘染色施行標本 ニッキ杉 山氏 法 二準 ジ.健康 者及

ビ肺結核患者 ニツキ疾 患 ノ経 過 二從 ツテ 該速度 ヲ測

定 シ、ソノ生物學 的「動 キ」ヲ観察ス'レト共 二、 肺結核

死 二於 ケル死亡前 ノ愛化 ヲモ観察 シ、豫 後列定 二資 セ

ン1・シタ.即 チ肺結核患者 ノ遊 走速 度 ハ約80%ノ ・健

常李均値以下 ナ,レモ、ソノ程度著 シカラザルヲ認 メ、

死亡例 二於 テハ死亡前80--10日 二於 テ ー時速度 ノ上

昇 ア リ、次 二死亡 前5日 位 二於 テ速 度 ノ低下ヌ 〃時期

ガア リ、死亡前 日乃至當 日二至 ツテ再 ビ速 度上昇 ノ傾

向 ノアルノヲ知 ツタ。 尚死亡例 二於 テへ 急 敵 ナ速 度

ノ愛 化 ヲ示ス モ、健常弔均遊走速度以上 ヲ有 スル倭死

亡 セル例 ハ認 メナ カツタ,叉 死亡前速度低 下時 二於 テ

ノ・、運動模標 ノ愛 化、膨大及 ビ萎縮 白血球 ノ出現、 核

鮮 明度 ノ塔 加、原 形質 ノ透 明度 ノ堵加等 ノ愛性 ノ著 シ

イモ ノアル事 ヲ認 メタ。(勝 沼内科 日比 野抄)

肺結楼患者末期 二於ケル 白血球 ノ起 生禮染色像

久野馨:(臨 脈病理學血 液學雑 誌 第4巻 、 第4號.

241-244頁 、 昭和10年)

肺結 核患者 二於 テ死 二 至'レマデ ノ流 血液 中 ノ白血球

ニッキ、共 ノ超生盟染色像 ノ愛 化 ヲ追 求 シ
、 其 ノ末 期

二於 テ.超 生胆核染色、穎粒 ノ大少不 同症、 愛性輪獣

願粒、膨 大濃核穎粒 ノ壁現等 ヲ認 メ、白血球 ノ機能的

墾 化 ノー表徴 トシテ、結 核豫 後 ノ列定 ノー助 ト考 へ得

ベキコ ト及 ビ超生胆染色 ノ略肱 上 ノ 膳用 二就 イテ記

載 シテヰル。(勝 沼内科 日比野抄)

肺結 楼患者殊ニ ソノ末期 二 於 ケル 網状赤血球 ノ

1肯長
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韓得城:(臨 肱病 理學血液學雑誌、 第4懸 、第8胱 、

721-766頁 、 昭和10年)

肺結 核 二於 テ疾患 ノ経過 二從 ヒ、更 二骸疾 患 ノ死 戦期

及 ビ ソノ死 ろ 直前 二至 ル迄 ノ網状 赤血球 ノ動 痛 ヲ検

査 シ、 ソノ立掲 引り、臨紘 的二、網状 赤血球 ノ態 度 ヲ

論 ジテヰル。帥チー般 脛症結 核性患者 二於 テ ハ該血珠

数 ハ10篤 以 内 ヲ動nCer、 着者 ノ型 移動係NZ(T.V.1)

モ高値 ヲ示 サナイ。病勢 ガ増題 ヲ示 シテ ク'レト、殊 ニ

ス死載期 二入 ル ト、該血球 ノ出現卒 ハ 上昇or、2P%

以上50%迄 蓮 ス,v事 力●アリ。T.V.1.モ 上昇ス'レ。

結核絡末期 二於 テ ノ・多 〃ハ死 前1ケ 月内外 ヨリ該血

球漸次培加er、 死前1週 内外 二於 テ減少、死 ノ直前 二

於 テ多少上昇 ノ方 向 ヲb,V(死 載期動揺第1型)。 コノ

外 二、死 スル迄上昇 シテ 下 ラザル モノ(同 上第 皿型)

域 死 スル迄別 二著愛 ヲ示サナ イモノ(同上第 皿型)ト

アル。死 ノ直前 ニハー般 二T.V.1.ノ ・正 常以上デ ア

リ、赤血球 造血機 能 ハ疲憩 シテヰナイモノ ト思 フ。 更

二赤沈反旛 ト諸血球 出現拳 トハ 大盟 二 於 テ拳行 的關

係 ア,レ事 ヲ認 メテ キル。(勝 沼内科 日比野抄)

肺結楼症喀撲 呂於 ケル 白血 球穫移 動、並 ビ=「エ

オジン」嗜好 性白血球 ノ消憂呂就 イテ

寺酉 一市:(fiXIC病 理學血 液學 雑誌 第4巻 、第9號 、

811-846頁 、昭和10年)

肺結核症 二封ス ル豫 後列定 ノー方法 トシテ、血液 白血

球Ameth氏 核推移 二倣e、 喀疾 中ノ中性嗜好細胞蛇

ビニ「エオジン」嗜好細胞 出現卒 ト同時 二 血液像特 二

糟 聖箆翻 暴菰 幣壽鷺装
105例 、 動 的 槍 査22例(54同)ノ 肺 結 核 患者 ニ ソ キ テ

試 ミタ ル 成 …績ヨ リ.シテ、経 逼 蚊 ビ ニ豫 後 列 定 二封 ス ル

偵 値 ヲ覗 ヘ ル ニ、 共 通 セ ル 「勧 キ」 ヲ見 出 ス コ トヲ得

タ。(勝 沼 内科 日比 野抄)

踏結 核 腫

IwanRasdolsky:TuberkulomcdesGehirnes.(Zei-

tschriftftirdiegesammteNeurologieundPsychiatrie.

(153eBd.1.H.S.18-31,1935)

M結 核 腫 が最近10年 間 二於 テ著erク 減 少 シタ トイフ

最近 丈獄 二現 レタ考 ヘ ノ、正 シ カ ラザ ル所 以 ヲ種 々 ノ

立 場 カ ラ批 剣 ヲ下 シテ訊 イ テ オ ル。磯結 核 腫 ノ頻 度 ノ

統 計 ハ如 何 ナ,レ病 院 二於 テ、如 何 ナ ル 地 方 二於 テ、 如

何 ナJV時 期 二於 テ、如 何 ナ)v患 者 二於 テ、1剖 検 ノ成

績 デ ァJvnヲ 顧 慮 ■]Vヲ 要 ス ル ノデ アIV。 著 者 ニ ヨV

録 蹴

バ全剖 橡例 ノ0.2%、 脳 腫 癌 例 ノ14%(於Leningrad,

Me㌻schnikow病 院)、 然,レ ニ脚絶 外科(於Leningrad,

紳綴 外科 專 門病 院)二 於 ケ,vt著 者 ノ統 計 二 目 レバ贋 腫

瘍例 ノ2.1%ト イ フ敷 字 ヲ得 テ ヰJV。 叉 肺結 核 患 者 及

ビ結 核 性 脳膜 炎 患者 ノ 全 剖 検 例 ノ0.36%結 核 性 脚 膜

炎 患 者 ノ12.6%二 結 核腫 ヲ鵬 メ タ。 ソ ノ他 結 核 腫 髪

生 ノ位 置、 年 齢、性 別 二就 イテ 記載 シテ オ ル。 更 二塵

置 ト シテノ・、結 核 腫 ヲ摘 出 ス ル ニ際 シテ結 核 菌 が腕 膜

二散 布 サ レ脳膜 炎 ヲ 赦 起 ス ル 危 瞼 が甚 ダ大 キ イ ケ レ

ドモ、臓 膜 炎 ハ手 術 ノ有 無 二不拘 起 リウル モ ノデ ア リ

手術 ニ ヨ リ治癒 シタ例 モ 記載 サ レテ ヰ ル カ ラ,大 贋 ノ

表 面近 ク ニ存 在 ジテ キ ル 結 核 腫 ノ 取 除 クコ トノ・試 ミ

ラ ル ベ キ コ トデ アル トシ テ イル。

(勝 沼 内科 日比 野抄)

結 核性 脳 膜 炎 呂於 ケ ル脇 脊 髄 液

H.HustonMersitt,M.D.&FrankFremonvSmith,

M.D.=CerebrospinalfluidintubercUlousmeningitis.

(Archivesofneurologyandpsychiatry.Vo1.33.Noe

3.p.516-536,1935)t

過 去10年 間 二於 ケ7レ鵬 髄 液 検 査 例 例15㎜ ノ ウ チ

結 核 性 脳 膜 炎 患 者84例(297同)ニ ヨ リ次 ノ如 キ成i績

ヲ得 タ。 型 的 ナ所 見bシ テ、1.脳 脊 髄 液 歴 ハ高 〃 一

般 二200mmヲ 超 過 シテ ヰ7レ。2.液 ノ・:透明 或 ヒバ磨

硝 子 様 ノ外 観 ヲ呈 シ、 無 色 或 ヒ ノ・、微 力二 黄 色 、 普 通

織 細 ナ 「フ イ ブ リ ソ」網 ヲ示 ス。3.白 血 球 増 多(25-

500/mm3圭1・ シ テ 淋 巴球)。4.蛋 白量 ノ均 加(45-

50mg/d1)。5。 糖 分 ノ減 少(45mg/dl以 下)。6.Chlorid
へ

量 ノ減 少(650mgldl以 下)。7.金 「ゾ,レ」反慮 ノ・強度

デ ナイMidzonereaction或 ヒノ・何 等反慮 ヲ呈orナ

イ。豪病後間近 カニ探取 シタ材料デハ之等 ノ所 見 ヲ揃

^テ ヰナイ事 がアル。

結 論 トシテ之 ノ疾患 二 於 ケル 磯脊髄液 ノ・他 ノ疾 患 ト

囁別ス ル事 ノ出キル特 徴 ノ アル 所見 ヲ有ろ ルモノデ

ア リ、コ ノ所 見ノ・、液歴、 細胞所 見,蛋 白量ヤ糖量、

金 「ゾァレ」反晦、呈氏反慮 ノ結果 カラ綜合 シテ得 ラ レル

モ ノデアル ト述 べテヰル。(勝 沼内科 日比野抄)

諸種諒纒系疾患 ノ謄脊髄液所見、特 ニソ ノ蛋 白質

相關性呂就 テ

石橋猛雄:(帥 経學雑 誌、 第38巻 、第4號 、1-49頁 、

昭和10年)

諸種紳経系疾患 ノ携脊髄 液所 見 ヲ記載 シ、結核性贋膜

炎 二於 テ・・13例 ノ所 見 ヲ記載 シ テヰ'レ。成績 ハ次 ノ
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様 デ ア ツ タ。

13例 中11例 二脳 脊髄 液 二Fibrin網 ノ現 出 ヲ見、1翫

白質 商 バー般 二 正常 値 二 比 シテ 低 イ。 逆 係 敬 ハ機 ネ

1.0以 下 デ ア ル が0.7以 下 ノモ ノノ・少 〃、 σ正常所 見 ロ

リハ高 イ トイ フ事 が出 キル。水 和 係 激 ハ正 常所 見 窟 リ

モ低 イ。水 和 係 藪 が低 ク逆 係 倣 ガ高 イ ノ が本症 ノー特

徽 ノ糠 二推 考 サ レタ.高 田 荒 反 慮 ハ脳 轡髄 炎 型 ヲ呈 ス

ル モ ノガ高 章 デ ア ル。(勝 沼 内科H比!野 抄)

紬 穫 性 股 關 節 炎 ノ終 末 朝鳴 呂就 イ テ

Kmusv.Haefen(Gδttingen):En(luusgting('dpr

tubercu16senHeftgelenkentzOndunst(Bruns'B(・i・

tr5gezurklinischenChirurgie162.Band.Heft.3.

S.404)

股 關鮪 結 核 駁 病 後卒 均10年 前 後 経 過 セJレ状 態 ヲ圭b

シテ 「レ ソ トゲ ソ」ヲ用 ヒ テ再 検 杢 シ、ソノ終末 縛 齢 ヲ

詳 細 二論 ゼレ モ ノナ リ。

22例 中16例 ハ骨 性 強 直 ヲ蒼 ミ、4例 ・・結 締織 性 ・趾直

ヲ警 ム.

先 ヅ罹 患 關 節 部 分 即 チ關 節 間 隙、 大 腿 骨 頭 頸部 、及 ビ

牌 臼 二於 ケ ル「レ ソ トゲy」 像 」ニノ.髪化 ヲ 詳 細 二 認 載

セ リ。殊 二興 味 ア ル ノ・骨 小 梁 ノ`愛化 ニ シ テ罹 患 關 節部

分 二於 ケ ル骨 小 梁 ハ強 大僅 少 トナ リ、圭 トシ テ大 腿 ノ

縦 軸 二卒 行 シ小 部 分 ノ モ ノ ノ ミが此 ト直 角 二交 叉 ス。

而 シテ 内轄 或 ヒ ・・外縛 ノ位 置 二 固 定 セ ル モ ノニ テ ハ

コ ノ他 二凹 側 二 向 ヅ テ 放 射 スル 骨 小 梁 ヲ生 ジテ 爾 後

ノ内 外轄 ヲ紡 グ。

次 二股 關 節 紹 核 泊 癒 後 ノ 作 業 能 力^主 トヴ テ ヅ ノ晟

關 節 位 皿 二蘭 係 シ、良 キ位 置 二闘 定 セ ル ・εノ ニア リテ

ハ殆yド 鯉 常 者 ト艦9ナV。 良 キ位MVハ 仰 展 位=テ

納 ㌃外 硫 且 ツ外葡 セeレtノ ナ リ6外 轄 二eり 患 側 骨 彊

ハ下 癖 シ患側 下 肢 ノ外 見的 伸 長 ヲ 來 シ 橘 患闘 節 ノ鋭

綿 ヲ補 ヒ得 。 ソ ノ角 度 ハ少 年 期 二権 患 セ ヴモ ノ ニ テハ

201慶 ヲ適 僧 トシ、 戊 」pr翻二 縮 患 セ ヴ毫 ノ ニテ ハ ソ レ

以 下 ニ テ可 ナ リ。20度 以 上 ノ外 轄 ハ 艦 ノ資 祷 ヲ輪

ス ヲ以 テ不 可 ナ リ ト。

次 二城 病 ヴテ 冒 リ強 直 ガ 完 成 ス ル マ デ ニ 嬰 ス 〃 固定

期 間 ハ約2年 牛 乃 至3年 ナ リ ト言 フ。

(大 販 帝 大小 深 外 科 紳 納 光 治鄭 抄)

傷 書 卜骨 結 復 ・

A.W.Figeher:(ZentralblattfilrChirvrgie62.

JahrgangNr.43S.2542,1935)

著 者 ノ・從 來 ヨ リ 骨 結 核症 ノ・外 傷 卜無關 係 ナ ル モ;ナ

ル ヲ圭 張 シ タ、今 同 特 二傷 害 ト關 係 アル ガ如 〃菟 ユ 〃

一 例 ヲ得 タ'レ モ 詳 細臨 肱 的 症 駿 ヲ 槍 討 ヌ 〃 ニア タ リ

輿 ノ傷 害結 核 ニ ア ラザ ル ヲ確.メ タ 、著 者 ハ鰍 二傷 害

ニ ヨツ テ結 核 ノ起 ル モ ノ ナル ヤ ハ 正 確 二朔 定 シ得 ズ、

結 局 ノ朔 定 ノ・剖 見 二 櫨 ル ペ キ モ ノナ ラ ム モ 多敷 ノ例

二於 イ テ骨 及 ビ蘭 節 が傷 害 ノ ミニヨヅ テ ハ結 核 トナ ラ

ザ ル コ トヲ圭 張 シタ、但 シ既 存 ノ結 核 ハ傷 害 ニ ヨ リテ

塘 悪 ス'レコ トハ 否 定 シナ イ。(阪 大 小 灘外 科 佐 守 捗)

一 般 學 術 雑 誌

憂稗二於ケル結楼性 内科疾 患二關スル研究

第1報 「ツペルク リン」笈磧 ヨリ観 タル結穫感

染歌態

小 田俊鼠 大黒武三黙 李樹林:(垂 轡馨學會雑誌、

第35巻 、第1號 、昭和11年1月)

亜熟帯氣候 ヲ有 シ、人種的 ニノ・大和 民族、 支那 系民族

及 ビ高砂族(生 蕃)ニ ヨ リ人 口稠密 ナル 垂褥 二於 ケル

結核性内科疾患 が、温 帯 二位 セル内地各 地方及 ビ朝鮮

二比較 シテ何 等 カノ特殊性 ヲ有 セ ザルヤ ヲ研究 スル

目的 ヲ以テ、 先 ヅ第1報 二ゐ尊 ラマ ン トウ氏 「ッペル

ク リソ」反慮 ノ検査 ニヨ リ垂北 市及 ビ1近郊 ノ住民 二於

ク ル感染歌態 ヲ探研 セ リ。

1)奏 北 市 二於 ケ'レ7歳 乃 至22歳 ノ小學校、男女 中等

學 校 内 地 人(大M民 族)生 徒3269名 ノ 「夕」反 懸 陽 性 拳

・・年 齢 ト共 二21・4(男)乃 至20.8(女)%ヨ リ69.0(男)

乃 至52.7(女)%二 増加 ス。 此 倣値 ハ 日本 内 地 及 ビ朝

鮮 ノ各 都 會 二於 ケ ル 検 査 報告 二比較 シテ 著 シ 〃低 肇

ナ リ。

本 島 人(支 那 系 民 族)生 後3004Gノ 陽 性 寧 ・・37.1(男)

乃 至27・8(女)%ヨ リ54.0(男)乃 至58.3(女)%二 」曾大

ス0

2)田 舎 ノ小 市 街 公 學 校 見童(本 島人)7--17歳682名

陽 性 率 ハ不 均 、 男 見22.6%、 女 兇18.91%ニ テ甚 ダ低

奉 ナ リ。

3)垂 北 醤 院 看 護 嬬97名 ノ 卒 均暢 性 卒49 .5%、 巡 査

189名 ノ・年齢 ニ ヨ リ59.5-一一77.8%、 数 員21名 ノ・81.0
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%ニ テ之,内 鵡 ノ類 似鞭管 」比較ス 彪二循李ナ リ。

4)5-67歳(生 蕃 角板 山附近)239名 ノ亭均陽性率 ハ

43.5%ナ リ。

以上 ノ成蜜 ヨリ次 ノ鄭 ク結 論 セ リ。

塞亀市 ノ結核淫渡状 態 ハ 「ツ」反慮 ヨ.リ眼 レバ日本内

地及 ビ朝齢 各郁市 ご比較 シテ鷺 薄チ リ.此 ノ差 ハ殊 二

青年期 二著明 ナル が如 シ.壷t市a於 イテハ 本島人

ノ・内地人 二比載 シテ、男子 ハ女子 二比較 シテ何 レモ感

染拳高 シ。

田舎 ノ感染蹄堀 ノ・一層稀薄 ナ リ.

生蕃 ノ間 ニモ相當 二結核淫浸 セル ヲ推測 スベ シ。

著者等 ハ尚生徒 ノ身盟 ノ榮養及 ビ骸育状態 ト「ソ」反

磨 トノ間 二關係 ナ シ ト云ヘ リ.1(壷北醤院小 田抄)

結穫菌培地 「ぺ トラナー呂」及ホー ン氏(Z・Eini・

rhrbOden)培 養 善 ノ比較

北濱章、 川上鑑:(日 本馨科大學 雑誌、 第6巻 、第11

鐘。1213頁 、 昭和10年)

略疾35例 、尿3例 、 肋膜穿 刺液2例 二就 キ表 記雨培

地 ノ優 劣 ヲ論 ジテ アル.陽 性挙同様、聚落壁生 二2週

間 ヲ要スル コ ト亦 同 ジ。但 シ使用試験 管総歎上 カ ラノ

観察及 ピ雑 菌壁生率 カラ 顧慮ス ル ト「Aラ ナー二」培

地 ノ方稽i優 ルb考^ラ ル。室 一 ソ氏Z培 地 が人、牛

雨型 ノ鑑別 二資 シ得 ベ キノ・原作者 自身叉Martin及

Krchnerノ 説 ク所 、 著 者等亦其 可能 ナル ヲ實験 シ、

夏 二本培地 ヲ以 デ 牛型結核菌 ヲ登見 スベク 喀疾其他

50例 ヲ検 シタ ガ徒鼻 二終 ツタ。

(長崎醤大 細菌、 青木 抄)

蛋 白尿 ノ乾燥像 二就 テ

高垣秀雄:(大 阪醤事新誌原 著版、 第6巻 、第9號 、

9月20日 、1935)

硝 子上 二於 ケ ル.乾燥像 ノ邊縁部輪幅 ノ廣狭 ニヨ リ滲

出液並 二漏 出液 ヲ匠別 シ、又 同像 ニ ヨリ尿 中ノ蛋 白 ヲ

詮 明スルコ トヲ得 タ リ。(今 村内科抄)

石油 ノ結核 二及 ボス影響 二關 スル實駿的研 究

高坦秀雄:(大 阪書事新誌原 著版、第6巻 、 第9號 、

9月20日 、1935)

石油混入 「グ リセ リン;加 寒天培養基上 ノ結 核菌螢育

状況 ノ観察 ヲ行 ヒタルニ、「ク'リ虐 リン」加寒天5瓦 二

封 ・y石油5滴 以上混入 ノ・該菌 ノ登 育 ヲ阻止 スJVノ ミ

ナラズ途 二死滅 セ シムルニ至 ル。而 シテ健康海狸 二石

油 ヲ給奥 ス レバ何 レノ方法 ニ ヨ)Vモ有害 ナ リ。叉結核

海瞑 二数同 二 亙 リ石油 ヲ 胃内給奥 ス)tモ 其 ノ病髪 二

錬 go●

好影響 ヲ唐 サザル ヲ云《・り。(今 村内科抄)

「ヴでタ ミン」D遇 剥及 ビ石次塵窺捜輿 ガ費■飴 輔●

槍海痩 ノ結穫 痢旧腱 呂肋骨 呂及ボス影響

高垣秀雄:(大 阪書凍噺 誇原著販、1第6巻b第9贈 、

9月20H、1935)

縮核海狽 ノ肋骨 二 鰹度 ノ 「オステオポ・一ゼ」檬愛 化

ヲ鵠 メ、該海狽 二「ヴィタ ミy」Dヲ 過 剰投奥 ス レバ其

ノ肋骨 二高度 ノ「オステ 才ポ ロ・-qe'jza璽化 ヲ認 メ、此

ノ際ti灰 囎額併用 ハ「ヴィタ ミソ」Dノ 悪作用 ヲ抑制 ス

ルコ ト能 ハザル ヲ云ヘ リ。(今 村 内科抄)

結穫患者 二於ケル 肋軟骨化骨 ノ 「レン トゲ ン」的

●察

高垣 秀雄 、 森澤誠 一:(大 阪轡事新誌原著版、第6巻 、

第9號 、9月20日 、1935)

今村 内科 外來蚊 二入院 患者1020絵 例 二i就テ観察 ヲ行

ヒタJレニ、化骨開始ノ・大凡16乃 至20歳 ヲ境界年齢 ト

セ ラレ以上漸次著明 ノ化骨 ヲ見 ル。肺結核 ノ各病症 ヲ

通 ジ下方肋 軟骨 ・・第一肋軟骨 二 比 シ化骨進行速 カナ

ラザ,レモ ・多 シ。横隔膜 ノ蓮 動障碍セ ラレタ吻 ト認 メ

ラル ・例 二於 テ・・、若年者 ノ下方肋軟骨 ノ化骨速 力二

登現 スルモ ノ多 キが如 シ。

家兎及 ビ海票二 實駿的 「アチ ドーゼ」ヲ惹起 セシ

メタル際 ノ赤血 球沈隆速度並 二血液滴像 呂就テ

西村英男、高垣秀雄:(大 阪醤 事新誌原著版 、第6巷.

第6號 、9月20日 、1935)

一般 二實験的 「アチ ドーゼ」ニテ 赤血球沈降速度 ノ・促

進 セ ラ'レ。叉 一過性 「アチ ドー ゼ」ニテ ハ血液滴像 二何

等 ノ愛化 ナキモ、恒績性 「アチ ドーゼ」ニ シテ赤血球洗

降速度 モ高度 二促進 セラ レタル 際 二・・血液滴像 ノ陽

性 二現 ノ・ル ・場合 ア リ。(今 村 内科抄)

皮膚結核 ノ9例 ヨ リ培養 シタル 結核菌 ノ典型 二

就テ

佐藤 三鄭:(「 グレソソゲ ビーb」、 第9年 、第10競)

22例 ノ皮膚結 核(尋 常性狼瘡5例 、疵状結核5例 、壊

疽性丘疹状結核疹4例 、バザ ソ斥硬結性 紅斑4例 、酒

餓檬結核疹3例 、理状 肉芽腫1例)吸 ビ3例 ノ紅斑性

狼瘡 ノ病竈 皮膚 ヲ材料 トシテ結核菌 ノ培養 ヲ試 ミ、9

例(尋 常性狼瘡3例 、疵状結核5例 。 壊 疽性丘疹状結

核1例)二 於 テ結核菌培養 ヲ獲 タ リ。

31例 ノ皮膚結核及 ビ6例 ノ紅斑性狼瘡 二就 キ、 ソノ

流血 ヲ材料 トシテ通計64同 二亙 リ結核菌 ノ培養 ヲ試

ミ、尋常性狼瘡患 者 ノ1例 ヨリ唯1同 之 ヲ獲 タ リ。 同
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時 二血液 ヲ動物 二接種 セル事7例10同 二及 ピシモ皆

陰性 二絡 レ リ。

填疽性丘蜜状繕核 ノ1例 ロリハ鳥型薗 ヲ得,1例 ノ疵

獣結核 ヨ リハ牛型菌 ヲ得 タ リ.叉二株 ノ異型 菌ア リ。

之 レー般 二混合型、又 ハ移行型 ト柵 セ ラル ・愚 ノナル

モ余 ハ事 ロー ハ人型、一 ハ牛型 ノ璽質 セルモ ノ ト柵 ス

ル ヲ要鵠 ト思惟 ス、即チ疵状紹核 暫リ得 ンー株 ハ病原

性 ノ減弱 セル 牛型菌 ニ ヴテ 播種状狼療 ヨリ得 ヴー株

ハ愛質 セル人型薗 ナ リ.[除 ノ6株 く血液 ● リ得 ン筥

株 ヲ含 あ)ノ・皆人型 翼ナ リキ♂

家兎 ノ皮内 二微量 ノ菌 ヲ接租 ヴ,ソ ノ局所 ノ愛化及 ピ

次 デ生 ズ'レ病愛 ヲ観集 スル事 二 ■リ.所 検結 核菌 ノ人

型 ナルヤ牛型 ナルヤヲ略 ζ明 昌朔定 ヴ得,餌 チ麟菌楯

が牛型 ナ'レ時 ノ・共接種部位 昌丘畜 ヲ生 ジ、次 デ結 節 レ

ナ リ潰癌 ヲ生 ジ、数 ケ月昌瓦 リ泊億 セメ、 逡 昌動物 ハ

全 吻締核 ノ下 二轄死 ス.(千 葉層大皮膚科齊藤抄)

、

會報並雑転

〇二月中新入會者

丸 木 晋

鍋 島 秀 雄

丸

夫

三

哲

能

隆

木々

企

原

佐

比

宮

櫓 本 市 郎

京都市上京匠京都府立馨科大學淺

山内科

大阪市北匠絹笠町二大阪同生病院

内科

東京市紳田匠和泉町泉橋慈善病院

千葉市干葉聲科大學佐 内々科激室

京都市上京匠京都府立暑科大學淺

山内科敏室

京都市上京匠京都府立大學慢山内

科敢室

西 野 重 孝 東京市四谷匿東信濃町一〇

鴻 上 光 明 東京市四谷匿番衆町三六鴻上病院

内

高 崎 保 東京市四谷匿番衆町三六鴻上病院

内

鈴 木 三 悦 東京市中野匠江古田東京市療養所

醤局

内 倉 慶 二 東京市中野匿江古田東京市療養所

醤局




